
１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

822 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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 編集後記

　本号の編集作業は、全く予期していない総選挙の選挙運動真っ只中にあり、選挙結果が明ら

かとなった段階で発行日を迎える。そのようなタイミングの10月5日、都議会で子どもの受動

喫煙を防ぐための条例が可決した。この条例案は、渦中の小池都知事率いた都民ファーストの

会と公明党、そして民進党会派が共同で議員提出したものである。国政の与野党関係とクロス

する組み合わせで政策条例が議員提案され、採決では共産党も賛成している現実は、政策面で

は国政と地方自治が違うステージにあることを示している。

　思い起こせば、2010年度に受動喫煙防止条例を全国で初めて制定・施行したのは、神奈川県

であるが、条例制定を主導した当時の県知事はすでに参議院議員となり、先日の新党結党に参

加していた。1980年代に「地方の時代」を担った首長たちは、住民自治を基軸に国政と対峙し

ながら地方自治に取り組み、首長たちの国政参加を求めたはずだが、今は地方自治が国政に巻

き込まれ、特に大都市部では長も議会もその「政争の具」と化している。

　中央で次の二大政党制が安定化するまでこうした状況は続くのだろうか。離合集散を巻き起

こした今回の総選挙は、その通過点の一つに過ぎないのかもしれない。

 

（谷本有美子）

巻頭言
　政府は２０１７年３月、「水道法の一部改正法案（以下、改正案）」を閣議決定し、第

１９３回国会（通常会）に提出しました。１５年ぶりとなる改正理由は、人口減少に伴う

水需要の減少、施設の老朽化、人材不足等、直面する課題に対応し、水道基盤の強化

を行うものとされています。改正案には、事業体の責務強化が盛り込まれるなど前向

きに受け止められ点もあります。しかし一方で、官民連携として運営権の設定いわゆ

るコンセッション方式を水道事業に導入することが明文化されるなど、民営化ありき

として誤解されかねない内容も含まれています。

　第１９３回国会審議では、委員会にも上がらず継続審議となりました。ご存じのよう

に様々な政治課題を内包したまま強制終了するかたちでの閉会でありました。続く第

１９４回国会（臨時会）では、国民を愚弄するような冒頭解散により、審議未了による

廃案となりました。

　今回の改正案は、水道事業の基盤強化が目的で民営化を加速させるものではないに

も拘らず、地方自治体や公共団体に対し十分な説明がなされていない状況下で、運営

権明記によって、あたかも民営化促進法と捉えかねない側面がありました。これでは

基盤強化どころか水道の公共性を損なうこととなります。私たちは、水道事業を軽々

に考える地方の首長や地方議員の存在を踏まえ、民営化促進の事態を想定しつつ、行

政の責務として公営原則のもと公営企業の持続性を展望し、水道事業の基盤強化を促

す取り組みを国会内外で行動展開してきました。

　現在、全国の水道事業体では、２００２年の法改正により第三者委託が制度化されたも

のの、地域で水道事業体が連携する『公公連携』は進まず、行財政改革として委託化

が拡大、人員削減が進んだことにより、多くの業務が非正規労働者を含む民間領域で

遂行されています。その結果、人材育成や技術継承も困難になるなど、公営事業を持

続する基盤そのものが損なわれつつあります。

　解散・総選挙により、市民・国民の知らないところで法改正が行われる事態だけは

避けることができました。私たちは、水道事業に働く労働者の責任と誇りに基づいて

発信し、国会上程までの時間的猶予を有効に使い、社会的共通資本ともいうべき生命（い

のち）の水のあり方、強いては水道事業の公共性、公営原則の重要性と改正案の課題

や問題点を国会内外で明らかにしていきます。その上で、市民・国民のより深い信頼

を得ながら、一人でも多くの問題意識を高めて、市民協働による行動展開と結び付け

ていくことを追求します。
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 2017 年 6 月 17 日 TKP ガーデンシティ横浜において、第 53 回地方自治研究神奈川集会が開催

され、埼玉大学大学院准教授の高端正幸氏より「社会保障制度を支える地方財政－危機の時代に求

められること－」をテーマにご講演をいただいた。本稿は、その講演内容をもとに編集部にて原稿

案を作成し、高端氏が加筆・修正したものである。 
 
 
はじめに 

 
社会は現在、貧困・格差、生きづらさの蔓

延というようなキーワードで語られる危機に

ある。それと同時に財政も、赤字膨張の危機

にあると言われる。特に地方財政は国との関

係で、歳出総額・財政規模が制約される中で

の財政運営を長らく強いられてきた。日本で

は高度成長期を除いて、常に財源がないから

社会保障は抑えていかなければいけない、真

に必要な者に給付を限定することで効率化し

なければいけない、こういうことが言われ続

けている。それに対して、われわれはどうい

う対抗軸を立てるべきか。 
「財源がないから社会保障を抑制しなけれ

ばいけない」という議論に対し、通常われわ

れは、「財源はないけど社会保障は大事だか

らしっかりやるべきだ」と反論する。しかし、

本当に主張すべきことは違うのではないかと

いうのが、今日の話の根本的な問題意識であ

る。 
まず、「一般財政支出と税・社会保険収

入」の推移を見ていくと、90 年代以降バブ

ルが崩壊し、財政事情が急速に悪化している。

そのときに公共投資基本計画等に基づいて、

景気対策のために公共事業が膨らみ、地方財

政が動員されて財政事情が急速に悪化した。

一方、少子高齢化が進む中で社会保障の経費

もどんどん伸びていくからという理由で、歳

出削減が叫ばれてきたわけである。 
ところが 80 年代と 90 年代で、歳出の伸

びはほとんど変わっていない。つまり、90
年代に異常に歳出が膨張したわけではなく、

むしろ税収が落ちたから財政赤字が膨らんだ

のだ。 
90 年代の税制改革

では、消費税が導入さ

れ、97 年に税率を上

げた一方で、所得税と

法人税の減税が進み、

総額では増税を全くし

ていない。むしろ、政

策減税をやっている。

景気が悪くなったから

第 53 回地方自治研究神奈川集会全体講演（2017 年 6 月 17 日） 

 

社会保障制度を支える地方財政 

―受益感、信頼、そして連帯のシステム― 

 

埼玉大学大学院准教授 高端正幸 

講演中の高端氏

社会保障制度を支える地方財政　1
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税収が落ちたとか、景気を回᚟さࡏればまた

財政は෌ᘓされると言う人がいるが、景気よ

りも減税のᙳ㡪の方が大きい。 
このように、財政をⱞしくさࡏてきたのは、

歳出の膨張ではない。むしろ税収で、必要な

お㔠を国Ẹからいただけないこと、それが今

の日本の財政をⱞしくしているのである。国

㝿ẚ㍑で見ても日本はᑠさな政ᗓであり、し

かも೉㔠でまかなっているので、日本の税㈇

ᢸは、ඛ進ㅖ国の中で᭱పࣞ࣋ル、໭Ḣとẚ

べたら༙ศࡄらいの税㈇ᢸである。しかし国

がお㔠を必要としているから増税に⣡得して

くださいと言っても、国Ẹは容᫆に⣡得ࡏず、

増税が㞴しい。それが日本の財政をⱞしくし

ている᭱大の要ᅉである。 
そう⪃えたときに、われわれが一␒言わな

ければならないことは、「社会保障を抑制し

て人ࠎのࢽーࢬに政ᗓがᛂえないから財源が

増えない」という事ᐇである。社会保障を඘

ᐇさࡏ、✚ᴟ的に人ࠎの生きづらさをゎ消し

ていく。つまりᖜᗈく人ࠎのࢽーࢬを‶たし

て、それによって、そのためなら財源を㈇ᢸ

しましࡻうという人ࠎの⣡得をᘬき出してい

く。こういう㐨を㏣求する௚に現≧をᢤけ出

す㐨はない、というのが今日の話の⫢である。 
 

㸯㸬♫会ࢆ୙Ᏻ࡛‶ࡓし、ࠕᙅ⪅ࠖࢆ

 会ಖ㞀♫ࡍฟࡳ⏕

 

�1�ㄡࡀࡶ୙Ᏻに᛼࠼て⏕ࡿࡁ᫬௦ 

ここからࢫテࣉࢵを㋃んでお話していきた

い。まず、㞠⏝の୙Ᏻ定化、所得の୙Ᏻ定化

である。ୡᖏྍฎศ所得のศᕸをみると、

1995 年のศᕸのࣆーࢡは �00 ୓෇から 500
୓෇のところにあった。それが 20 年ᚋの

2015 年では、200 ୓෇から 300 ୓෇にୗ方

シࢺࣇした。所得ศᕸのᒣを見ると、だいた

い 100 ୓෇から �00 ୓෇にᅽಽ的な人ࠎが

集中している。ちなみに、200 ୓から 300

୓の㛫をྲྀった 250 ୓෇というᩘ字は、௬

に � 人ୡᖏの所得だったら貧困ࣛ࢖ンであ

る。もちろんୡᖏ人ᩘが、3 人、2 人、1 人

と減っていけばᬽらしྥきにはవ⿱が出るが、

250 ୓෇で � 人ୡᖏだったら貧困≧ែで、そ

ういうࣞ࣋ルにୡᖏ所得のᒣがある。そして、

今や 6 ๭の人ࠎが、生άが大変ⱞしい、あ

るいはややⱞしいというᐇឤをᢪき、生άし

ている。これも 95 年とのẚ㍑でⴭしい増加

である。 
つまりマࣜࣙࢪティの人ࠎにとって、Ᏻ定

㞠⏝にあずかり、ୡᖏの人ࠎ、ᐙ᪘を‶㊊に

㣗わࡏて、ᑗ᮶に対する計画もちࡷんと立つ

ようなᬽらしは㐲のいた。それが日本の現≧

である。 
そういった変化は、生きづらさを生んでい

る。ⱝ者のṚᅉの 1 ఩が自ẅだが、これは

ඛ進ㅖ国では⌋しい。自ẅṚஸ率は、*㸵ඛ

進国の中で᭱高である。⪁ᚋの生άに୙Ᏻឤ

をᣢっている人が 85㸣で、人ࠎはⴭしい୙

自由ឤにさいなまれながら生きている。本⏣

由⣖さんのࠗ現代社会論࠘㸦2015㸧では、

自ศの人生を自ศで動かすという㑅ᢥの自由、

自ศの意ᛮで自ศをࢥンࣟࢺールできるవ

⿱・⬟ຊをዣわれているとឤࡌる人が、日本

では௚国とẚべ✺出してከい。 
要するに、もう社会が壊れている。もう経

῭成長㢗みの自ᕫ㈐௵社会は↓理である。↓

理なことを続けようとしているのが今のᏳಸ

政ᶒで、みなさんここに異論はないとᛮう。 
 

�2�୙Ᏻࢆቑᖜࡿࡏࡉ♫会ಖ㞀 

さて、今日本の社会保障制度は、人ࠎの୙

Ᏻをむしろ増ᖜさࡏるものになっている。 
社会保障の給付は、現㔠で給付するか、௓

ㆤや保⫱みたいにࢧーࢫࣅで給付するかの㸰

つにศかれる。まず、公的社会支出㸦ͤὀ㸸

2(&' の定⩏で社会保障支出のことをさす㸧

のうち現㔠給付の内ヂを見てみると、日本は
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高齢化で年㔠制度の給付の額が大きくなって

いる。そして年㔠以እの現㔠給付が異常にᑠ

さい。これはኻ業給付やඣ❺ᡭ当やඣ❺ᢇ㣴

ᡭ当、あとは生ά保ㆤの現㔠給付といったあ

たりになる。つまり、ඛ進ㅖ国の中で日本の

現ᙺୡ代ྥけの現㔠保障は᭱పࣞ࣋ルにある。 
ḟにࢧーࢫࣅを見ていくと、་⒪が๭と大

きい反㠃、་⒪以እがẚ㍑的ᑠさい。これは

௓ㆤとか保⫱とか、障がい者の生ά支᥼とか、

そういった࢔ࢣが社会化されていないドᣐで

ある。しかも、་⒪を除いた部ศで大きいの

は௓ㆤࢧーࢫࣅで、2000 年に௓ㆤ保険が導

入されて、௓ㆤࢧーࢫࣅᕷሙが急速に膨らん

だ⤖ᯝである。もちろん、௓ㆤࢽーࢬの増加

に㏣いついているかといえば、฿ᗏそんなこ

とはないのだが、་⒪・௓ㆤ以እのࢧーࢫࣅ

給付があまりにᡭⷧであるためにその大きさ

が┠立つ。 
་⒪・௓ㆤ以እのࢧーࢫࣅは㞛のᾦ≧ែで

ある。90 年代以降、少子化対策を言ってき

たのに子⫱てもこの⛬度で、さらに障がい者

ྥけࢧーࢫࣅ、そして✚ᴟ的ᕷሙປാ政策、

これは༢にኻ業者に現㔠給付をするだけでな

くて、౛えば⫋業カ⦎や大学に入り┤して学

び┤しをするとか、᭱㏆で言う、いわࡺるࣃ

ーࢼࢯル࣏ࢧーࢺ的なᐤりῧいᆺのᑵປ支᥼

のようなものもྵめた、要するにኻ業してい

る人ࠎの⫼中をᢲして支᥼していくようなࢧ

ーࢫࣅ、これらが日本ではᴟめてஈしい。 
ちなみに、年㔠・་⒪・௓ㆤの支出が膨ら

んでいることをとらえて、高齢者に給付が೫

っていて現ᙺୡ代を支えない、というୡ代㛫

の୙公ᖹがよく言われる。これが少しࣜࢫ࣑

ーディンࢢだということははっきりと⏦し上

げておきたい。それはୡ代の問題ではなく、

自ຓ・自立を強いる政策の⤖ᯝであるに㐣ࡂ

ない。 
どういうことか。年㔠給付を膨らましてい

るのは主にሗ㓘ẚ౛の部ศ、つまり 2 㝵ᘓ

ての 2 㝵部ศ、ཌ生年㔠である。ሗ㓘ẚ౛

年㔠は、現ᙺ時代に自ศの✌ࡂの大きさにᛂ

て⪁ᚋのࡌて保険ᩱをᡶい、ᡶった額にᛂࡌ

生άを支える௙⤌みである。つまり、経῭的

な自立に成ຌし、Ᏻ定㞠⏝を続けられた人が、

その自立したご〔⨾に⪁ᚋの所得を支えられ

るという௙⤌みである。 
また、་⒪はㄡもが当↛必要なので、どの

国もそれなりにຊを入れているし、日本のሙ

ྜは高齢化が進んでいるので給付が膨らんで

いる、という༢⣧な話である。 
それに対し௚のものは全部ᡭⷧで、子⫱て、

障がい、ኻ業も現㔠給付が㠀常に少ない。こ

れは要するに、ാける者は自๓の✌ࡂで生き

ていけ、特に現ᙺୡ代はみんなാけるはずだ

ろう、とみなした⤖ᯝである。高齢のぶ、子

ども、障がいなど࢔ࢣが必要なら、ᐙ᪘の✌

とຓけྜいでఱとかするのが当↛だというࡂ

わけである。だからこそ、ാけることが᝿定

されるୡ代に対する支᥼が異常に少ない。 
つまり、ୡ代を問わず自立を強いているの

が日本の社会保障の特ᚩで、国Ẹ年㔠制度も

基♏所得保障は㠀常にᙅく、生ά保ㆤཷ給者

の㸳๭は高齢者という≧ែである。高齢者に

ᡭཌいというのは᏶全にࣜࢫ࣑ーディンࢢな

話で、日本の社会保障のᣔいがたい特㉁は、

自ຓ・自立を強く要求するⅬなのである。 
 
�3�ࣜスࢡのᬑ㐢໬ 

㞠⏝も所得も୙Ᏻ定化し、ᐙ᪘のあり方も

ከᵝ化した。マࣜࣙࢪティの人たちが生άの

୙Ᏻを高めながら生άしている。そういう≧

ἣで、ᐇ㝿に生άが困❓化し、⾜きワってし

まった人を㑅び出してᩆ῭するというやり方

はきわめて㠀効率である。 
そうではなくて、人ࠎの生άが困❓しない

よう、ㄡもが┤㠃しうる共通のࢽーࢬを事๓

に‶たしていく方ྥをྲྀるべきである。社会

保障に求めるᙺ๭についての⚾たちの理ゎを

社会保障制度を支える地方財政　3
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変えることを、それは意࿡して

いる。貧困≧ែにある、本当に

ᩆ῭しなければいけない人を㑅

び出すという⪃え方をṆめて、

そういう人たちをそもそも生み

出さないために、事๓にㄡもが

┤㠃しうるᵝࠎなࢽーࢬ、౛え

ば௓ㆤ、子⫱て、障がい、ኻ業

といったものを࢝バーしていく

のである。 
この⪃え方の違いは、㑅ู主

⩏とᬑ㐢主⩏といわれる。㑅ู主⩏とは、ప

所得≧ែ、あるいは生ά困㞴≧ែに㝗ってか

らᩆ῭する。「真に」ᩆ῭すべき対㇟に㔜Ⅼ

的に社会保障をྥけてくという⪃え方である。

われわれが┠ᣦすべき方ྥは、そのⓎ᝿を変

えて、ᬑ㐢主⩏的に人ࠎの生ά上のࢽーࢬを

支えるということである。今Ᏻ定した生άを

営めている人もྵめて、人ࠎの生ά上のࢽー

バーしていくのだという⪃え方࢝をᖜᗈくࢬ

になる。 
自ຓ自立にኻᩋしたものを㑅ู的にᩆ῭す

る㑅ู主⩏的なやり方では、自ศでఱとか㈇

ᢸしていかなければいけないことがಶ人・ᐙ

᪘にのしかかって、それに⪏えษれない人が

ᩘከく生まれる。そうやって自ຓ自立にኻᩋ

してしまう人が増えていき、㑅ู的なᩆ῭が

どんどん必要になっていく。 
㏫にわれわれが⪃えるべきᬑ㐢主⩏的な方

ྥᛶは、ある✀のண㜵的な⪃え方をとる。つ

まり、⚾たちの生άを困㞴化さࡏるような共

通のࢽーࢬをᡭཌく࢝バーする。それにより、

生άが立ち⾜かなくなる人、たとえば௓ㆤ㞳

⫋に㏣い㎸まれる、子⫱ての㈇ᢸで共ാきを

あきらめて困❓化する、障がい者をᐙ᪘にᢪ 
えてປാ時㛫が限られて生άがⱞしくなると

いった人ࠎを少なくするわけである。⤖ᯝと

して、㑅ู的ᩆ῭の必要ᛶがᑠさくなるとい 
う言い方もできる。 

 
 
どちらが人㛫的なシࢫテ࣒かといえば、当

↛ᬑ㐢主⩏である。社会ࢧーࢫࣅに支えられ

ながらもちࡷんと人㛫的な生άを営める人を

増やすほうが、自ᕫ㈐௵・自ᕫ㈇ᢸを要求し

たᮎにその㔜Ⲵに⪏えษれなくなってしまう

人を大㔞に生み出し、その人たちに対し「ᩆ

われないとやっていけない、自立にኻᩋした

人ࠎ」というⅹ༳をᢲしていくよりも、人㛫

的な社会だということは᫂らかであろう。 
 

���⌧ᐇはఱࢆ教࠼て࠿ࡿࢀࡃ 

国㝿的に見ると、社会保障をẚ㍑的ᬑ㐢主

⩏的に⤌み立てている国と㑅ู主⩏的に⤌み

立てている国がある。貧困率と所得格差を♧

したᅗ⾲㸯は、ᢡれ⥺が所得格差㸦ࢽࢪ係

ᩘ㸧で、高いほうが所得格差が大きい。Წࢢ

はୡ代ูの貧困率である。主要国が、現ࣇࣛ

ᙺୡ代の貧困率のᑠさい国から大きい国にᕥ

からྑに୪んでいて、日本はྑから 2 ␒┠

になる。ྑに⾜くほど貧困率が高く、所得格

差もẚ㍑的大きい。࢖࣌ࢫ、࢔ࣜࢱ࢖ン、日

本、࣓࢝ࣜ࢔は、社会保障が㠀常に㑅ู主⩏

的な඾ᆺ的な国ࠎで、デンマーࣀ、ࢡル࢙࢘

ー、࢙࢘ࢫーデンと໭Ḣㅖ国はᬑ㐢主⩏の඾

ᆺといわれている。所得格差、貧困率で見て

᫂らかにᬑ㐢主⩏のほうが貧困を削減でき、

かつ所得格差が抑えられている。 

ὀ）㈋ᅔ⋡はᕥ㍈、ᡤᚓ᱁ᕪ（ࢽࢪಀᩘ）はྑ㍈ࠋ 

ฟᡤ）2(&'� ,QFRPH 'LVWULEXWLRQ 'DWDEDVH� 

個別主義

の典型国 

 

図表1　貧困率（世代別）と所得格差
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自ศの⫋をኻうことをどれくらいᜍれてい

るかという国㝿ẚ㍑でも、日本は㦫くべきከ

さである。⫋をኻうことにおびえながら生き

る≧ἣを人ࠎに強いているのが日本の社会で

ある。 
現≧では、日本は財政㞴で、་⒪や௓ㆤ等

の自ᕫ㈇ᢸの強化が進み、いのちや生άの㉁

を⥔ᣢするためのㄡもが必要とするࢧーࢫࣅ

を㈙わࡏる方ྥにྥかっている。貧困や格差

に対するᢈุが強まった⤖ᯝ、生ά困❓者の

自立支᥼とか、子どもの貧困対策とかいうも

のがようやくྲྀり⤌まれるようになったが、

それらも㑅ู的なᩆ῭のᛶ格が強い。 
 
㸰㸬ேࢆ㑅ูしᩆ῭ࡿࡍ㈈ᨻは◚⥢ࡍ

 ࡿ

 
�1�୙信♫会日ᮏ㸸日ᖖのゝㄝࡽ࠿ 

日ごろ、税に対するㄆ識や社会保障問題に

ついて一般のᕷẸの方ࠎから⪺こえるኌは、

どのようなものか。 
「子⫱てが一ẁ落したとᛮったら、今度は

ぶの௓ㆤで大変なお㔠がかかっている。」

「自ศがಽれたらぶと共ಽれだ。必Ṛで✌い

で、自ศで㈓㔠してഛえなきࡷいけないのに

税㔠なんてᡶっていられるか。」というのが

ᬑ通の人のឤぬではないか。「税㔠ᡶっても

自ศに㏉ってくるものなんてないでしࡻ。」

「少しඣ❺ᡭ当をもらったࡄらいで、⚟♴な

んて自ศに関係ない。㆙ᐹ、消㜵は必要か

な。」くらいのឤࡌで、公共ࢧーࢫࣅによっ

て自ศの生άが支えられているというᐇឤが

㠀常にⷧい人がከいのが事ᐇではないだろう

か。 
だからこそ、「増税で得するのはどうࡏ公

ົ員だけでしࡻう」などという㠀常に೫った

ㄆ識が蔓延する。消費税は上がったけど、そ

れでᐇ㝿に人ࠎが生άが変わったとᐇឤでき

るような社会保障の඘ᐇはᐇ現されていない。 

「税ばかりᡶわされて、ఱらᜠᜨをཷけて

いない」というឤぬが生み出すのが、⚟♴の

ᜠᜨをཷけている௚者に対する୙ಙឤで、い

わࡺる生ά保ㆤバࢵシンࢢがその඾ᆺである。

生ά保ㆤのཷ給者が᫨㛫からࢳࣃンࢥをして

いるとか、㓇を㣧んでいるということに対し

て「ࡊࡩけるな。こっちは必Ṛにാいてᡶっ

た税㔠で、ఱで自ศの生άをまっとうにやれ

ないようなያのࢳࣃンࢥ代や㓇代をᡶわなけ

ればいけないんだ。」というࡩうに、人ࠎが

ᛮってしまう。生ά保ㆤཷ給者なので、たい

したお㔠もᣢっていないᙼが、なࡐ日中から

しているのか。そのࡪᒇで時㛫をつࢥンࢳࣃ

ᙼが┤㠃している困㞴というものに᝿ീがཬ

ばない。なんで㓇のຊを೉りて生きていかな

ければならないのか。そういったことにも᝿

ീがཬばない。かわりに「ᴦをしている」ᙼ

らをጊむのである。 
あるいは、高齢者が᪤得ᶒにしがみつくか

ら子⫱てୡᖏがษりᤞてられる、といったᢈ

ุも↽られる。さらに、子⫱てୡᖏさえጊみ

の対㇟になる。౛えば、Ᏻ定㞠⏝にᜨまれず

⤖፧しようにもお㔠がなく、子どもを作るな

んてክのようなことだというⱝ者からしてみ

れば、子⫱てୡᖏが、税㔠によってඃ㐝され

るጊみの対㇟になる。子⫱てୡ代が高齢者を

ጊみ、子どもをᣢてないⱝ者が子⫱てୡᖏを

ጊむ、さらにみんなで生ά保ㆤཷ給者をጊむ

という≧ἣであり、そこに社会㐃ᖏは成り立

たない。 
 

 ࠎேࡿࡍᣄྰࢆࠖ࠸ྜࡕ࠿㈇ᢸのศࠕ（2）

៞ᛂ大学の஭ᡭⱥ策さんが、国㝿社会ㄪᰝ

の⛒税㈇ᢸに対する意識ㄪᰝをも࣒ࣛࢢࣟࣉ

とに作ったࣇࣛࢢでは、ྛ国の人ࠎが中㛫ᒙ

の税の㈇ᢸをどの⛬度高いとឤࡌているかを

ẚ㍑している。ここでの「中㛫ᒙ」とは、回

⟅者が࣓࢖ーࢪするᖹᆒ的なᬑ通のᬽらしࡪ

りの人ࠎであり、ཝᐦな定⩏はない。さて、

社会保障制度を支える地方財政　5
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日本のሙྜは「あまりに高すࡂる」と「高す

て、6ࡏる」をྜわࡂ ๭を㉸えている。6 ๭

の人ࠎが、ᬑ通の生άをしている中㛫ᒙの人

たちの税㈇ᢸが高いと⪃えているのであるが、

このỈ‽は異常である。ẚ㍑されている国ࠎ

の中で、日本の中㛫ᒙの税㈇ᢸは᭱పࣞ࣋ル

にある。ほとんどの国で、中㛫ᒙ、つまりᬑ

通のᬽらしྥきの人ࠎは、日本よりも税をた

くさん㈇ᢸし、特に໭Ḣㅖ国ではಸࡄらいの

㈇ᢸをしている。つまり、日本ではᑠさな税

㈇ᢸを㔜くឤࡌており、しかも困❓していな

いような人ࠎがそうᛮっている。それはなࡐ

なのか。もうおおむࡡおศかりだろう。 
人ࠎに対し自ຓ自立をᅗり、自ᕫ㈐௵にお

いて生きることを㐣度に強いる社会において

は、人ࠎは税㈇ᢸをᣄྰする。人ࠎが公共ࢧ

ーࢫࣅ、特に社会保障からのཷ┈ឤを得てい

ないからである。౛えば、௓ㆤࢧーࢫࣅをཷ

けている人は௓ㆤࢧーࢫࣅからのཷ┈ឤをᣢ

つが、それだけではない。いま௓ㆤࢧーࢫࣅ

をཷけていない⚾のようなⱝい人㛫でも、い

ずれは年⪁いて௓ㆤࢧーࢫࣅを฼⏝するྍ⬟

ᛶがある。あるいは、今この講演を⤊えて、

እに出て㌴に㎚かれれば障がいをᢪえるྍ⬟

ᛶもある。そのようにいࡊ自ศにఱかあった

ときにも、社会保障制度がちࡷんと自ศの生

άを支えてくれ、自ศの生άが⾜きワること

はないのだという、ある✀のᏳᚰឤみたいな

もの、それもྵめてཷ┈ឤである。 
 
ࢆศ᩿࡜㈈ᨻは୙信࠸࡞ࡉࡓ‶ࢆࢬ࣮ࢽ�3�

 ࡴ⏕

そういうཷ┈ឤが人ࠎの㛫にḞዴしている

と、㸰つの୙ಙが高まる。一つは政ᗓ࡬の୙

ಙである。税が高くてもཷ┈ឤを得られてい

れば、それは⣡得できる㈇ᢸとなる。ところ

が日本のሙྜは、そうならない。税をᡶって

も一య自ศがどう支えられているのかが、わ

からない。⤖ᒁ、税㔠はఱに౑っているのか、

政ᗓの↓㥏㐵いࡷࡌないのかという話になっ

てしまうわけである。 
もう一つが、⚟♴に㢗るప所得者に対する

ጊみ、自ศよりも税㔠で得をしているように

見える人たちに対するጊみが社会に蔓延して

いく。これはඛほど⏦し上げた通りで、඾ᆺ

はప所得ᒙに対するጊみである。自ศたちは

㡹張って生計を立てて、自ຓ自立を強いられ

て、それで税㔠をᡶっているけれど、そこか

らཷ┈ឤをឤࡌられない。では、自ศがᡶっ

ている税㔠は一యఱに౑われているのか。一

般的な人ࠎが┤ឤに㢗れば、生ά保ㆤをもら

っている人とか、ẕ子ୡᖏとか、いわࡺるᙅ

者といわれる人たちが、得をしていると⪃え

てしまう。だからバࢵシンࢢが強まる。さら

に言えば、ప所得ᒙだけでなくて、現ᙺୡ代

が高齢者をጊみ、༢㌟の人が子⫱てୡᖏをጊ

むといった、人ࠎがお஫いをಙࡌない社会に

なっていくわけである。 
⤖ᯝとしてఱが㉳きるのかというと、社会

がษり้まれ、㐃ᖏやᐶ容さというものがኻ

われていく。同時に、税とは制度的に㈇ᢸを

௚者とศかちྜって支える௙⤌みであるから、

௚者に対する୙ಙと୙ᐶ容に人ࠎのᚰが支㓄

されれば、税の㈇ᢸをᣄྰしてしまう。 
中㛫ᒙが税をᣄྰすれば、税収は上がらな

い。高所得者は、所得額は大きいが人ᩘとし

ては㠀常に限られている。一␒ศཌい税㈇ᢸ

者のᒙは、いわࡺる一般的な中㛫ᒙである。

政治的にもマࣜࣙࢪティのこの人たちが税を

ᣄྰすると、増税が୙ྍ⬟な社会になる。 
 
���ᬑ㐢୺⩏Ѝ♫会ⓗ連帯Ѝ㈈※ㄪ㐩のᐇ⌧ 

ᬑ㐢主⩏的に人ࠎのࢽーࢬをᖜᗈく‶たし

ていく社会では、反対のഴྥが生まれる。す

なわち、中㛫ᒙの人ࠎもྵめてཷ┈ឤが⾜き

Ώる。自ศが政ᗓの政策によって、Ᏻᚰឤを

得られているというឤぬがあるので、人ࠎの

㛫のಙ㢗も、あるいは人ࠎの政ᗓに対するಙ
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㢗も高まっていく。それで中㛫ᒙの人ࠎが、

当↛、税㈇ᢸに同意していく。この඾ᆺは໭

Ḣㅖ国である。 
人ࠎの生άをᖜᗈく支えていくと、当↛財

政規模は大きくなる。けれども、᭱ึに⏦し

上げたように、財政を⾜きワらࡏるのは、歳

出の膨張ではなくて、収入が㊊りないことで

ある。財政規模が大きくなっても、その財政

支出が᭷効に人ࠎのࢽーࢬをᖜᗈく‶たすも

のであれば、㈇ᢸに対するྜ意を⋓得できる

わけである。⤖ᯝとして財政のᣢ続ྍ⬟ᛶは、

ᬑ㐢主⩏的な大きい政ᗓの方が高まり、日本

のようななࢣーࢫは㏫になる。これがᬑ㐢主

⩏のዲᚠ⎔と㑅ู主⩏の悪ᚠ⎔である。 
 
�5�୙信࡜ศ᩿ࡴ⏕ࡀᝏᚠ⎔ 

日本のᐇ情をみておきたい。政ᗓ࡬のಙ㢗

は、たとえばࣜࢡルーࢺ事௳あたりからࡄっ

とୗがったのではないかとᛮわれがちで、た

しかにㄪᰝの௙方で 90 年代から急にୗがる

ものもあるが、80 年代以๓も国㝿ẚ㍑を見

ると、日本人の政ᗓに対するಙ㢗は௚国にẚ

べてపい。 
いま、公ົ員のở⫋は、国㝿的に見て日本

はูにከくないので、それは政ᗓ࡬の୙ಙの

理由にならない。公ົ員のᩘも人ཱྀ当たりで

見たら㠀常に少ない。そこまでษりワめてい

る。自治య⫋員の㠀正規化もかつてないくら

い進んでいる。それでも「↓㥏がከい、歳出

削減しろ。」とか、「増税を言う๓に、おま

えらが⏑いỒを྾っているから、そこを削

れ」といったことが、いつまでも言われる。 
また、人ࠎの㛫の┦஫ಙ㢗をみると、ึ対

㠃の人ࠎ同ኈのಙ㢗ឤが、Ḣ⡿ㅖ国とẚべ異

常にపい。日本特᭷の࣒ࣛ社会的な意識もた

しかにある。日本のሙྜ、⫋ሙやぶ᪘、཭人

など自ศの௰㛫内での┦஫ಙ㢗ឤは高いが、

▱らない人、ึ対㠃の人となると、Ḣ⡿の人

とẚべてなかなか⡆༢に᭱ึからಙ㢗するこ

とはしない。そういう௚者をಙ㢗しないᩥ化

的な⣲地があるうえに、㑅ู主⩏的な政策が

୙ಙ、୙ᐶ容にᢿ㌴をかけてきた。ㄡもが困

がಙ㢗しྜࠎにさらされるいま、人ࢡࢫࣜ❓

い、支えྜう社会を┠ᣦすためにも、㑅ู主

⩏が社会をศ᩿する現≧を変えなくてはなら

ない。 
 
㸱㸬ࠕ♫会ࢆศ᩿ࠖࡿࡍ㈈ᨻのไᗘ࡜

ㄽ⌮ 

 
�1�㈤㔠ᙧែのࠕᐙ᪘୺⩏ࠖのᖐ⤖ 

とはいえ、日本の社会をศ᩿するような㑅

ู主⩏的な財政、あるいは社会保障のあり方、

われわれが共通してᢪえる生ά上のࢽーࢬを

支えない政策ࢱࣃーンというのは、Ṕྐ的に

ຊ強く根付いている。 
一つは、生ά給ᛮ᝿というのが㠀常に大き

く効いている。生ά給ᛮ᝿においては、ᐙ᪘

を㣴うࢺࢫࢥを㈤㔠に୸め㎸む。ᐙ᪘では、

年を㏣うにしたがって子どもができ、あるい

はぶが年⪁いて、子⫱てとか௓ㆤの㈇ᢸが増

えていく。それを࢝バーするというⓎ᝿が年

ຌ㈤㔠制の基本にある。しかも、ఫᏯᡭ当や

ᢇ㣴ᡭ当も㈤㔠に付㝶して出すᙧをྲྀる。要

は⏨がാけばᐙ᪘も㣗える㈤㔠シࢫテ࣒、㏫

に言うと、⏨がാかなければᐙ᪘も㣗えない

㈤㔠シࢫテ࣒がᡓᚋ定╔していったわけであ

る。 
それにより、ඣ❺ᡭ当やఫᏯᡭ当といった

生άࢽーࢬをᤊえてᬑ㐢的に出す、そういう

社会保障給付がⴭしく立ち㐜れる⤖ᯝになっ

た。ඣ❺ᡭ当は 70 年代に導入されるが、ఫ

Ꮿᡭ当はᮍだにない。ᡓᚋ、ປാ⤌ྜも社会

保障給付としてのඣ❺ᡭ当やఫᏯᡭ当の๰タ

には、㈤㔠制度のษり崩しをᠱᛕし、ほࡰ一

㈏して反対していた。ᕥὴがᬑ㐢主⩏的な現

㔠給付をࣉࢵࢺࢫさࡏてきたのが、日本の特

ᚩの一つである。 

社会保障制度を支える地方財政　7
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また、同一ປാ同一㈤㔠の๓ᥦとなる⬟ຊ

給をྰ定することによって、正規・㠀正規の

格差や⏨ዪ㛫の㈤㔠格差が Ꮡされていった。

さらに言えば、㈤㔠に生άࢺࢫࢥを୸め㎸む

と同時に、௻業という集ᅋࣞ࣋ルで、年㔠そ

の௚の௻業⚟♴で⿕⏝者の生ά保障をする。

௻業⚟♴に೫㔜した⤖ᯝ、どこに໅めるかに

よって、生ά保障の格差が大きく出るという

社会をつくってきた。つまり、自ศがാくだ

けでなくて、どこでാくかによって、生ά保

障の格差が出る。人ࠎによりよいᏳ定㞠⏝ඛ

を必Ṛに求めさࡏるような社会を生んだわけ

である。 
 

（2）ປാཧຍ᭱ࢆ大໬ࡿࡍ⏕άಖㆤไᗘの

ᐃ╔ 

一方、生ά保ㆤ制度のึ期、ᡓᚋ┤ᚋは経

῭≧ἣが㠀常に悪かった。当ึは、膨大な今

でいうワーキン࢔ࣉࢢがᏑ在し、生ά保ㆤの

基‽をきちんと㐺⏝して生ά保ㆤ給付をした

ら、膨大なᩘの生ά保ㆤのཷ給者が出てしま

うため、それは財政的に୙ྍ⬟だった。⤖ᯝ

として、ᩆ῭するべき対㇟をཝしく㑅んでい

くということになった。 
高度経῭成長が㌶㐨に஌っていく中、

1960 年のᮅ日ッゴ㸦地⿢ุỴ㸧で、いわࡺ

るワーキン࣎、࢔ࣉࢢーࢲーࣛ࢖ンᒙの困❓

した生άỈ‽をもって、生ά保ㆤの保障する

「೺ᗣでᩥ化的な生ά」Ỉ‽に当たると理ゎ

してはならない、という画期的なุỴが出た。

これが画期的だったのは、いわࡺるຎ等ฎ㐝

原๎をྰ定したⅬにある。ാいて自立してい

る人ࠎよりも生ά保ㆤをཷ給する人ࠎのほう

が得をしてはならないという原๎をある意࿡

でྰ定した。必Ṛでാいている人ࠎの生άỈ

‽自యがపく、ᙼらが人㛫的な生άをᐇ現で

きていないのに、そこにྜわࡏて生ά保ㆤの

基‽を⪃えてはいけない。つまり、生ά保ㆤ

の基‽を೺ᗣでᩥ化的な生άをᐇ現できるỈ

‽に✚ᴟ的にᘬき上げるべきだと言ったので

ある。 
それにより、生ά保ㆤの基‽をᘬき上げる

ことがປാ者の㈤㔠のᘬき上げにつながるྍ

⬟ᛶが開けた。当時、生ά保ㆤ基‽のᘬき上

げが、ປാ⤌ྜもྵめた国Ẹ運動にᗈがって

いった理由はそこにあった。 
ところが、その動きは長く続かなかった。

ヲ⣽は┬くが、⤖ᒁのところ、生ά保ㆤ制度

は、ാけるかどうかを基‽として人ࠎをཝし

く㑅ูし、ാけるものはとにかくാけという

ᙧで保ㆤ対㇟から᤼除していく、きわめて㑅

ู主⩏的な制度が定╔していった。 
 

 ࠖ⩏会ಖ㝤୺♫ࠕ日ᮏⓗࡔࢇࡀࡺ（3）

さらに、社会保険を㔜どする社会保険主⩏

が、日本的な特㉁をᖏびながら、人ࠎを支え

ない社会保障を生み出していった㠃がある。 
1950 年の社会保障制度ᑂ議会の່࿌は、

ᡓᚋの社会保障制度のあり方をᥦ言した㠀常

に㔜要な່࿌だが、そこで社会保険主⩏がᡴ

ち出された。しかもそのᡴち出され方は、ḟ

のようなᙧだった。 
社会保障というのは自主的㈐௵のほᛕをᐖ

してはいけない。つまり、自ศのことは自ศ

でఱとかするという、自ᕫ㈐௵のほᛕが大事

ということである。その意࿡において社会保

障の中ᚰをなすのは、社会保険制度でなけれ

ばだめだという。自らをしてそれに必要な費

⏝をᣐ出ࡏしめるもの、つまり自ศが一生ᠱ

࿨保険ᩱをᡶい、そのᡶった保険ᩱにᛂࡌて、

や現㔠をཷけྲྀれるという社会保険ࢫࣅーࢧ

が、社会保障制度の中ᚰであるべきだとၐえ

たのである。 
もっとも、ࢫࣜࢠ࢖の࣋バࣜࢪࢵሗ࿌もま

さにこういうᛮ᝿で、自ᕫ㈐௵と社会保険主

⩏を強ㄪするものであったように、ᡓᚋ┤ᚋ

のこの時期には、それは一般的な⪃え方だっ

た。ところがࢫࣜࢠ࢖では、人ࠎがാいた✌
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て社会保険ᩱをᡶって、それで年㔠ࡌにᛂࡂ

་⒪その௚のࣜࢡࢫを࢝バーするという立て

付けの社会保険中ᚰ主⩏は、すでに 60 年代

に限⏺が㟢࿊し、そこに修正が㔜ࡡられてい

った。ところが日本のሙྜは、社会保険主⩏

がずっとᘬきずられていく。 
財政的な㒔ྜが、その⫼景にあった。

19�9 年のいわࡺるド࢖ࣛࢪࢵンで㉸⥭⦰財

政がᩜかれたが、一般会計のᆒ⾮が㔜どされ

る一方、特ู会計はᆒ⾮の対㇟እにする⪃え

方が定╔していった。それが、そのᚋ日本の

ண⟬⤫制における基本的ࢱࢫンࢫになってい

く。たとえば、ඖᮾ大教授のᐑᓥὒさんのྡ

ⴭࠗ財政෌ᘓの研究࠘㸦1989㸧では、1980
年代に、特ู会計や財政投⼥資をいかにά⏝

し、一般会計の財政෌ᘓを進めたかというⅬ

がつまびらかにされている。 
その⤖ᯝ、社会保障が、ண⟬⤫制の⦆やか

な特ู会計すなわち社会保険に೫㔜していっ

た。生ά保障のほⅬから社会保険がඃれてい

るか、税㔠でやるのがよいかということでは

なく、財政運営上の㒔ྜが社会保険主⩏をሀ

ᅛに定╔さࡏたのである。 
 
 ⤫ఏࠖࡿࡏࢃ㈙ࠕࢆスࣅ࣮ࢧ♴⚟���

もう一つ㔜要なのは、社会保険主⩏の⿬㠃

で、税を財源とする、つまり一般会計の歳出

となる、⚟♴ࢧーࢫࣅがᚷ㑊されていったこ

とである。㏫に特ู会計である社会保険の財

源☜保は容᫆となり、大ⶶ┬もཌ生┬も、✚

ᴟ的に社会保険でやっていく方ྥで฼ᐖが一

⮴する。その⤖ᯝ、社会保険は、たとえば་

⒪や高齢者のࢽーࢬを「ᬑ㐢的に」࢝バーす

るものだけど、税方ᘧの給付は㑅ู主⩏でや

らないといけないという⪃え方が、日本では

強ຊに定╔していった。 
ඖཌ生ປാ┬⪁೺ᒁ長のሐ修୕さんが、税

㔠というのは人ࠎに強制的に㈿ㄢするもので

あるがࡺえに、特に公が㈐௵をᣢって┤᥋に

対ᛂしなければいけないࢽーࢬをཝしく㑅定

すべきだ、という⪃え方を♧しているように、

税㔠を౑ってやる⚟♴ࢧーࢫࣅは、本当に困

っている人、真に必要な人だけに限定しなけ

ればいけない、というほᛕが㐣๫に⚟♴財政

を支㓄してきた。 
関㐃して、ඣ❺⚟♴や障がい⚟♴、⪁人⚟

♴といったものは฼⏝者、ࢧーࢫࣅをཷける

人たちにその費⏝の全部ཪは一部を求めてよ

い、という規定が、それらの法ᚊに⨨かれた。

自主的㈐௵に基づく社会保険ではなく、税に

よる一般的㈇ᢸによるࢧーࢫࣅであるかࡂり、

を㈇ᢸすべࢺࢫࢥをཷける者はそのࢫࣅーࢧ

きだという⪃え方である。現在、௓ㆤは௓ㆤ

保険になるなど、いろいろ変わっているが、

るࡏ฼⏝者に┦ᛂの自ᕫ㈇ᢸをᡶわࢫࣅーࢧ

べきだという⪃え方は、こうしたṔྐ的な⫼

景をᣢっている。 
 
 ࠿のࡪ㑅ࢆのᮍ᮶ࡽࡕ࡝、はࢀࢃࢀࢃ�5�

こうして人ࠎの生άを支えない、しかもࢧ

ーࢫࣅを出すときには、なるべく自ᕫ㈇ᢸ、

฼⏝ᩱを求めていく、そういう方ྥにⴭしく

ഴᩳしてきたわけである。高度成長期にもこ

れが修正されず、⤖ᯝとして 80 年代にはそ

れが主に高齢者や子⫱てୡᖏにⴭしい生ά困

❓問題を生み出した。そういう経⦋もᘬきず

りつつ、今の人ࠎの生άを支えない社会保障

がある。90 年代、2000 年代にጞまった問題

ではないのである。 
しかし、これをᢤ本的に㌿᥮しなければい

けない。人ࠎに自ຓ自立を強いて、もたࡊる

もののみ㑅ูしてᩆ῭する。その⤖ᯝとして、

୙Ᏻに᛼える人ࠎをᨺ⨨し、人ࠎの㐃ᖏを崩

し、税㈇ᢸ࡬の᢬抗をຓ長するような社会≧

ἣをᨺ⨨するのか。あるいは、すべての人の

基♏的なࢽーࢬを‶たし、すべての人にཷ┈

ឤを୚えていく。それによって政ᗓに対する

ಙ㢗を高め、あるいは人ࠎの㛫のお஫いのಙ

社会保障制度を支える地方財政　9
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㢗ឤを高めていき、ྜ意に基づきⓙで必要な

㈇ᢸをศちྜって支えྜう、そういう方ྥを

┠ᣦすのか。そういう㑅ᢥ⫥にわれわれは┤

㠃しているのである。 
 
㸲㸬ᬑ㐢୺⩏࡬のᨻ⟇㌿᥮ࢆᢸ࠺地方

自治࡜地方㈈ᨻ 

 
�1�地方自治࡜地方㈈ᨻ㸸Ỵᐃⓗ࡞㔜せᛶ 

では、地方財政や地方自治の問題がこうい

った議論にどう⤡んでくるのか。 
まず、ᬑ㐢主⩏の┤᥋のᢸいᡭは地方自治

యである。対人社会ࢧーࢫࣅのほとんどを自

治యがᢸっている。それだけに地方自治がい

かに機⬟し、それを資㔠㠃で支える地方財政

がいかにᏳ定・඘ᐇしていくかが、㠀常に㔜

要となる。 
しかも自治య、とりわけ基♏的自治యは、

人ࠎが日常的に政ᗓのࢧーࢫࣅと᥋する᥋Ⅼ

であるし、かつ、いま地ᇦໟᣓ࢔ࢣ、生ά困

❓者支᥼等ࠎいろんなᙧで、༢に公共ࢧーࣅ

をఫẸにᥦ౪するという一方的な関係ではࢫ

なくて、自治యが地ᇦ社会の一つの主యとし

て、地ᇦのࢺࢵࢿワーࢡをつくっていく≧ἣ

になっている。 
つまり、政ᗓ࡬のಙ㢗とか、ఫẸのお஫い

のಙ㢗というものを地方自治యのά動がいか

に生み出していけるかが、㗦く問われる。国

からの࢖ࣃのศ㓄、つまり財源保障は、この

財政≧ἣにおいて現ᐇ的にはさほど期ᚅでき

ない。そういう中でもなお、自治యにఱがで

きるかということを✺きワめなければならな

い。 
ࣚーࣟࣃࢵ 20 国のㄪᰝに基づき、ఱ࢝ᩘ

が地方政ᗓ࡬のఫẸのಙ㢗を生み出すのかと

いう問題をศᯒした᭱㏆の研究⤖ᯝが、㠀常

に⯆࿡῝いので⤂௓する。ここでは地方政ᗓ

をಙ㢗するఫẸが、ある人が地方政ᗓをಙ㢗

する☜率が、これらの要⣲によってどれくら

い変わるかということをみている。ձᕷẸ⤌

⧊に所ᒓしているかどうか、ղ社会からの᤼

除ឤをᢪいているかどうか、ճどこにᒃఫし

ているか、մ公共ࢧーࢫࣅに୙‶かどうか、

յ景気・経῭≧ἣをどうண しているか、と

いう 5 つのࢱࢡ࢓ࣇーが、地方政ᗓをಙ㢗

する☜率を大きくᕥྑする 5 大要⣲である、

というのが一つの⤖論である。 
そして、地方政ᗓの公共ࢧーࢫࣅに୙‶な

人ࠎは 19㸣しか地方政ᗓをಙ㢗しないが、

㠀常に‶㊊していると、地方政ᗓをಙ㢗する

☜率は 72㸣に高まる。これは┤ឤ的に⪃え

て当たり๓であろう。しかし、それだけでは

ない。ᕷẸ⤌⧊㸦1P2 その௚ᕷẸά動㸧に

ཧ加していない人が地方政ᗓをಙ㢗する☜率

は 53㸣であるが、ཧ加していると 75㸣に高

まる。つまり、人ࠎが地ᇦにおいて、ᕷẸ的

なά動をしているかྰかが、その人が地方政

ᗓをಙ㢗する☜率を᭷意にᕥྑすることが♧

されている。 
もう一つ、社会からの᤼除ឤをᢪいている

かどうかという要⣲もある。⫋ሙや地ᇦのࢥ

で、人㛫関係、人とのつながࠎティ等ࢽ࣑ࣗ

りをᣢてているとឤࡌている人は、そうでな

い人より 15㸣࢖࣏ンࢺも地方政ᗓをಙ㢗す

る☜率が高くなる。これは㠀常に⯆࿡῝いⅬ

であろう。 
まとめると、一つは公共ࢧーࢫࣅからのཷ

┈ឤがあるかどうかが、地方政ᗓ࡬のಙ㢗を

大きくᕥྑしている。もう一つは、地ᇦのఫ

Ẹが社会ཧ加、特にᕷẸ的なά動にᦠわって

いるかどうかということ、さらに地ᇦ社会に

ໟᦤされているか、᤼除されているかといっ

たことが、そこのఫẸが地方政ᗓをಙ㢗する

かどうかということに大きく関わっている。

そういうことをこの研究は᫂らかにした。 
自治యに対して、これはఱを♧၀するか。

ఫẸの自治యࢧーࢫࣅからのཷ┈ឤを高める

だけでなく、地ᇦ社会において人ࠎが社会ཧ

10　自治研かながわ月報 2017年10月号（No.167）



 11

加をしていく、ᕷẸά動がⓎᒎしていく、あ

るいは、地ᇦにおいて人ࠎのつながりを生み

出していくようなྲྀ⤌みを、いかに進めてい

けるかということが、自治యが、ఫẸにಙ㢗

されるᏑ在になるために㔜要だというⅬであ

る。付け加えれば、ᕷẸά動のάᛶ化や、

人ࠎを地ᇦの人㛫関係にໟᦤしていくことは、

地ᇦにおけるఫẸ同ኈの┦஫ಙ㢗ឤをはࡄく

むことも意࿡する。つまりそれらは、政ᗓ

㸦自治య㸧࡬のಙ㢗とఫẸ同ኈの┦஫ಙ㢗と

を同時に㔊成していく㘽だといってよい。 
 
�2�地方自治࣭地方㈈ᨻࡀ┤㠃ࡿࡍ⌧≧ 

このように、地方自治యは㠀常に㔜要な、

Ỵ定的な౑࿨をクされている。しかし、ศᶒ

改革もあって、地方自治యがᙺ๭をⓎ᥹でき

ることが㠀常に増えている一方で、㏆年の国

の政策は、ศᶒ、つまり地ᇦのᐇ情に༶した

自治యの自主的なά動をಁし、それを支えて

いくというより、むしろ、一見、自主的なᙧ

で計画を立てさࡏるけれども、国が♧したᣦ

ᶆにもとづいて、自治య⾜政の成ᯝを集ᶒ的

に⟶理する方ྥにഴいているようにᛮわれる。

しかも、成ᯝに基づいて、財源を集ᶒ的、ഴ

ᩳ的に㓄ศしていくという意ᛮも強まってい

る。᚟⯆஺付㔠、地方๰生などにそれが⾲れ

ている。 
そういう中で自治యは、ఫẸにྥきྜうよ

りもむしろ、国に対するㄝ᫂㈐௵を問われる

ようになっているのではないか。地方๰生が

඾ᆺ的だが、自主的にᡓ␎を立ててください

といっておいて KP, で⟶理してということ

で、㠀常に୙㏱᫂なᙧで中ኸ集ᶒ的なやり方

が進んでいる。 
そういった国の動ྥが問題であるのは当↛

だが、⪃えてみるべきは、なࡐ国主導のやり

かたを国Ẹが違࿴ឤなくཷ容しているのか、

ということである。地方自治が㔜要だとわれ

われは理ᒅをၐえるが、一般ᕷẸのឤぬにお

いて、地ᇦを支える政策主యとしての自治య

の期ᚅやಙ㢗ឤがどれだけあるのか。国は࡬

వ計なཱྀを出すな、うちの㤳長や議員に自由

にやらࡏろと、人ࠎがᛮっているなら、中ኸ

集ᶒをᙼらはྰ定するはずではないか。 
ඛほどの話に関わるが、自治య⾜政の現ሙ

においてఱより求められるのは、まず自治య

の政策がఫẸの生άを支えているというᐇឤ

をᙼらに୚えるດຊである。さらに、地ᇦの

政治や政策が自ศたちの意ᛮによって動いて

いるというᐇឤをఫẸにᣢってもらえるよう

なດຊも୙ྍḞであろう。この㸰つが、地方

自治をఫẸが支ᣢし、ศᶒ社会をᐇ㉁化する

ための㘽になっていくとᛮう。 
 
�3�地方㈈ᨻࢆめ࢚ࢡ࣮࢟ࡿࡄスࣥࣙࢳ 

その上で、財政問題に⤠って言うと、今日

⏦し上げてきたようなᬑ㐢的に人ࠎのࢽーࢬ

を‶たすことを⪃えたとき、地方ࣞ࣋ルでど

ういう公共ࢧーࢫࣅの方ྥᛶが⪃えられるの

かということと、その財源をどうやって☜保

していくのかという話がある。 
一つめのすべての人ࠎのࢽーࢬを‶たす社

会保障に㌿᥮していくというときの、地方の

公共ࢧーࢫࣅの㔜Ⅼㄢ題はఱか。࣋ーࢫの⪃

え方としては、経῭成長により所得ᣑ大しಶ

人㈓⵳を増加することで、ᑗ᮶୙Ᏻをゎ消し

ていくという「自ᕫ㈐௵社会からの⬺༷」、

それに代わって、子⫱て・障がい・ኻ業とい

ったࢽーࢬをᖜᗈく‶たし、所得に関わらず

ㄡもがཷ┈者となる「Ᏻᚰと㢗りあえる社

会」をめࡊす。それでは、人ࠎに共通するᬑ

㐢的なࢽーࢬとはఱか、それに対ᛂする地方

のㄢ題としてఱがありうるかと言えば、་⒪、

教⫱、子⫱て、௓ㆤ、ఫᏯといったศ㔝でさ

まࡊまある。 
これらを国の政策としてᐇ現さࡏていくこ

とが㔜要なのは当↛だが、それをただᚅつの

でなく、自治యが⊂自にࣔࢥンࢽーࢬ、つま

社会保障制度を支える地方財政　11
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り人ࠎがᖜᗈく共通してᣢっているࢽーࢬを

‶たしていく、自治యが⊂自に඘ᐇをᅗって

いくという主యᛶこそが、社会を変えていく

と⚾はᛮっている。 
すると、財源をどうするかが問題となる。 
一つは、全国的に地方税法の改正なり、消

費税法の改正で税源を඘ᐇさࡏていくという

方ྥがもちろんある。しかし、ಶูの自治య

で税率Ỵ定ᶒを⾜౑していく、たとえばఫẸ

税の税率を上げるなど、ᵝࠎな方法がありう

る。地ᇦのఫẸとྥきྜって、この公共ࢧー

るためにこれだけの増税をこࡏを඘ᐇさࢫࣅ

の税┠で⾜うという᫂☜なࣛࣉンを出し、ఫ

Ẹとの⇍議をつうࡌてᐇ現さࡏていく必要が

ある。 
いろんなやり方があるとᛮう。子⫱て支᥼

の඘ᐇやஙᗂඣ་⒪の↓ൾ化のᣑ大は一つの

౛である。ただし、増税に対する人ࠎの᢬抗

ឤは、今日論ࡌてきたように㠀常に強い。子

⫱てୡ代だけཷ┈するのに、ఫẸ税でᗈく㈇

ᢸを求めるのはおかしいとか、ᵝࠎな理ᒅで

反対される。それでも、௓ㆤࢧーࢫࣅにおけ

る自ᕫ㈇ᢸの㍍減など、違うୡ代を支えるྲྀ

⤌みをࢺࢵࢭでᥦ♧して、ᖜᗈいୡ代のཷ┈

のためのᖜᗈいୡ代の㈇ᢸというᙧでᥦ案す

るなど、さまࡊまなᡴち出し方が⪃えられる

のではないか。そういうᙧで、地方自治、特

に税率Ỵ定ᶒを✚ᴟ的に機⬟さࡏていくこと

で、地ᇦから日本を変える。そういう方ྥを

⚾は強く期ᚅしている。 
さらに言えば、Ỉᖹ的財政ㄪᩚのྍ⬟ᛶも

⪃えられないか。地方が⊂自に政策をᒎ開し、

地ᇦ社会から日本を支えていくという意ᚿを

自治యが全国的に共᭷できるなら、自治య㛫

の㐃ᖏにもとづいて、౛えば地方⊂自のุ᩿

で一ᩧに㉸㐣ㄢ税をし、その税収をᣐ出して

つつࡏールし、一定の財政ㄪᩚ機⬟をാかࣉ

全国に㓄ศするような、国を௓さない地方財

政⊂自のỈᖹ的㐃ᖏによる財源ㄪ㐩も⪃えら

れる。その౑㏵をᬑ㐢主⩏的な政策ᒎ開に限

定して、やっていく。たとえば教⫱を↓ൾ化

するとか、௓ㆤ、子⫱ての඘ᐇとか、そうい

うことに౑っていく。国の財政事情は当ศⱞ

しい≧ែが続くので、地方財源保障にさほど

の期ᚅはかけられない。国ࣞ࣋ルでࣜࣛ࣋ル

ໃຊが政ᶒをྲྀる見通しもなかなか立たない。

それでもఱとか政策㌿᥮をᐇ現したいとᛮう

ならば、地方が動き、自治య㛫の㐃ᖏを࣋ー

に財源をつくり、それを変革のために౑っࢫ

ていく。地方自治には、そのようなྍ⬟ᛶが

ᐟっているのではないか。 
こうした問題について、自治ປ本部にタ⨨

された自治య財政ࢳࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉー࣒でも᳨

ウされてきた。ụ上ᓅᙪさん㸦立教大学㸧、

஭ᡭⱥ策さん㸦៞᠕⩏ሿ大学㸧、そして⚾ら

が入ᛕに議論を㔜ࡡた成ᯝは、ሗ࿌᭩として

まもなく㸦ͤ本稿ᇳ筆時Ⅼは 10 月㸧Ⓨ⾲される。 
いずれにしても、国が地方財源をᣑ඘する

とか一般財源⿵ຓをしっかりやれというのは

当たり๓のことである。社会変革࡬のᚿをᣢ

って自治యに㌟をおくⓙさんには、ಙ㢗とໟ

ᦤの地ᇦ社会を作っていくために、自治యが

⊂自でఱをできるかを主య的に⪃え、⾜動に

移していく気ᴫを⚾は期ᚅしたい。㏫に言え

ば、それがない限り、今の社会の❓≧を変え

ことはできないのではないか。国に対する政

策の期ᚅをかけるだけではなくて、地ᇦのࣞ

ルでఫẸとྥきྜって、地ᇦから政策をᐇ࣋

現さࡏていく。これは、Ṕྐを᣺り㏉れば、

⎔ቃのศ㔝でも⪁人་⒪のศ㔝でもᐇ㝿に㉳

こってきたことである。 
⚾たちのᚰに₯在する中ኸ集ᶒ意識を஌り

㉺える。地方から国を、社会を変えていくた

めにᛮ⪃し、⾜動する。それがಶูの成ᯝを

生み、さらには自治య㛫のỈᖹ的な㐃ᖏ運動

にまで高められたとき、⚾たちは本当の地方

自治のຊを┠にすることになるだろう。 
 

12　自治研かながわ月報 2017年10月号（No.167）



 13

 

 

  
䠍䠊㻞㻜㻞㻣 ᖺ㛤ᴗணᐃの䝸䝙䜰୰ኸ᪂ᖿ⥺ 

 
（㸯）࣮ࣝ࡜ࢺ㥐 

 ࿘▱のように、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺は、ရ川

㥐からྡྂᒇ㥐までの約 286 ੊を㉸ఏ導ࣜ

、ண定の᪂ᖿ⥺である。またࡪ⤖によって࢔ࢽ

そのルーࢺは、ရ川㥐を㉳Ⅼにして、それࡒ

れ᪂タண定の┦模原㥐㸦神奈川┴㸧、⏥ᗓ㥐

㸦ᒣ᲍┴㸧、㣤⏣㥐㸦長㔝┴㸧、中ὠ川㥐

㸦ᒱ㜧┴㸧を通って、ྡྂᒇ㥐に⮳るという

ものである㸦ᅗձ㸧。 
 ᏶成ᚋは、ရ川とྡྂᒇ㛫を᭱▷で 40 ศ、

さらに大㜰まで延伸されたሙྜには、ရ川と

大㜰㛫を᭱▷ 67 ศで⤖ࡪ。 
 
（㸰）ᕤᮇ࡜ᕤ㈝ 
 現在、すでにᕤ期に入っており、2025 年

の᏶成がண定されている。ᕤ事の一␒の㞴関

は、༡࢔ルࢫࣉを㈏通するࢺンࢿルの᥀削で

あるといわれている。ᚑ᮶、中ኸ高速㐨㊰も、

㹈㹐中ኸ⥺も、༡࢔ルࢫࣉを㎽回してሷᑼを

経由するというルーࢺが᥇られてきたが、ࣜ

を㈏通するとࢫࣉル࢔中ኸ᪂ᖿ⥺は、༡࢔ࢽ

いうࢥーࢫで計画されている。 
 総ᕤ費は 5 ඙ 5,235 ൨෇、当ึ㹈㹐ᮾᾏ

が全額㈇ᢸということになっていた。しかし、

2016 年 6 月 1 日にᏳಸ㤳┦が「ࣜ࢔ࢽに財

政投⼥資をά⏝する」と⾲᫂、11 月 11 日に

は改正㕲㐨ᘓタ㺃運㍺᪋タᩚഛ支᥼機ᵓ法が

ཧ院本会議でྍỴ㺃成立し、⊂立⾜政法人㕲

㐨ᘓタ㺃運㍺᪋タᩚഛ支᥼機ᵓが財政投⼥資

から長期・ᅛ定・ప฼の資㔠を೉り、それを

同ࡌ᮲௳で㹈㹐ᮾᾏに㈚し付けることがྍ⬟

となった。これをཷけ、㹈㹐ᮾᾏは 2016 年

度と 2017 年度にేࡏて 3 ඙෇を೉りཷけた。 
 この೉りཷけにより、㹈㹐ᮾᾏは、当ึ

2045 年だったࣜ࢔ࢽ全⥺開業㸦ရ川㹼大

㜰㸧を᭱大 8 年๓ಽしするという。 
ึめ、㹈㹐ᮾᾏは、2027 年のရ川－ྡྂ

ᒇ㛫の開通ᚋ 8 年ほどᕤ事をࣉࢵࢺࢫし、 

࠙ᐤ✏ࠚ 

ἼἝỴɶ࠴ૼځዴểޛషỉộẼỀẪụ 
 

 

                  ᒣ᲍┴❧大学ᅜ㝿ᨻ⟇学㒊教授 ⇃㇂㝯୍ 

10 年ᚋの 2027 年に開業を┠ᣦすࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺は、ᒣ᲍のまちづくりの現≧やᑗ᮶

ᵓ᝿にᴟめて㔜要なᙳ㡪をཬࡰしている。そもそも、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺は開業自యについ

て、ᵝࠎな問題がᣦ᦬されている。しかし、ᒣ᲍┴立大学の学生たちが⏥ᗓ中ᚰ⾤άᛶ化

を┠ᣦして主య的に運営している「よつびし総研」㸦ᅄ⳻まちづくり総ྜ研究ᐊ㸧の㢳問

をົめる㌟としては、ࣜ࢔ࢽ開業を⏥ᗓ中ᚰ⾤や㌟延⥺ἢ⥺にᒃఫしているᒣ᲍のᕷẸの

日常生άにいかにᙺ立てたらよいかというどⅬを㔜どすべきだと⪃えている。このような

ほⅬから、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺とᒣ᲍のまちづくりについて、以ୗ論ࡌたいとᛮう。 

リニア中央新幹線と山梨のまちづくり　13
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その㛫に財政基┙を回᚟さ2035、ࡏ 年から

ᕤ事を෌開して 2045 年に全⥺開通という計

画を立てていた。しかし、3 ඙෇の財政投⼥

資の投入により、ᕤ事ࣉࢵࢺࢫ期㛫を↓くす

ことができ、᭱大 8 年๓ಽしして、2037 年

には全⥺開通できるとしている㸦ト㸯㸧。 
 
䠎䠊㛤ᴗ䛻䛒䛯䛳䛶ᣦ᦬䛥䜜䛶䛔䜛ၥ㢟Ⅼ 

 

（㸯）ࠕᡤせ᫬㛫の▷⦰ࠖに࠸ࡘて 

 現在、ᮾᾏ㐨᪂ᖿ⥺の「のࡒみ」がᮾி・

ྡྂᒇ㛫を᭱▷で 96 ศで⤖んでいる。これ

に対して、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺は、ရ川㥐から

ྡྂᒇ㥐まで 40 ศで⤖ࡪというタ定になっ

ている。しかし、以ୗのように「ࣟ࢖ࢱࢫ

をྵめると、所要時㛫はそれほど違わな「࣒

いのではないかと言われている。 
まず、ᮾி㥐からရ川㥐までᮾᾏ㐨⥺を฼

⏝すると 11 ศかかる。また、ࣜ࢔ࢽရ川㥐 

 
                         

は、地ୗ῝くにタ⨨されるので、地上㥐から

地ୗのࣜ࢔ࢽ㥐に⾜くまで 15 ศくらいかか

ると推定されている。すでにྡྂᒇでもࣜࢽ

地ୗ㥐のᕤ事がጞまっているが、地ୗ㥐か࢔

ら地上㥐に上がってくるのに 10 ศはかかる

と推定される。これらの「࣒ࣟ࢖ࢱࢫ」もྵ

めて所要時㛫を⟬出すると、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ

⥺を฼⏝してもᮾி・ྡྂᒇ㛫は 76 ศにと

なり、現在のᮾᾏ㐨᪂ᖿ⥺によるᮾி・ྡྂ

ᒇ㛫 96 ศとẚ㍑して、20 ศ⛬度しか違わな

いので、所要時㛫を大ᖜに▷⦰するとは言い

㞴い。 
 ḟに、ᒣ᲍から見たࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺によ

る「所要時㛫の▷⦰」について⪃えてみたい。

現在、「特急あずさ」が᭱▷ 85 ศで᪂ᐟ・ 
⏥ᗓを⤖んでいる。ᒣ᲍┴のㄪᰝによると、

これを 15 ศ▷⦰するためには、⥺㊰の改Ⰻ

など 2,000 ൨෇以上かかる。これは資㔠的に

現ᐇ的とは言えないが、㏆ࠎ、㹈㹐ᮾ日本は

ᅗձ ฟ඾㸸6DQNHL %L]�KWWS���ZZZ�VDQNHLEL]�MS�H[SUHVV�QHZV�1�0�13�H[D1�0�130�00001�Q1�KWP� 

図① 出典：Sankei Biz（http://www.sankeibiz.jp/express/news/140413/exa1404130800001-n1.htm）
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に᪂ᆺ㌴୧を導入する計「ーあずさࣃーࢫ」

画である。ࣖ࢖ࢲのやり⧞りというㄢ題はあ

るが、この᪂ᆺ㌴୧導入により、᪂ᐟ・⏥ᗓ

㛫を 10 ศ⛬▷⦰できるྍ⬟ᛶがあるという。

いずれにしても、現⾜で᪂ᐟ・⏥ᗓ㛫は᭱▷

で 85 ศ、᪂ᆺ㌴୧導入で 75 ศというᩘ್

もど㔝に入ってきている。 
一方ࣜ࢔ࢽではရ川・᪂⏥ᗓ㛫は 20 ศと

なっているが、⏥ᗓ㥐に೵㌴するࣜ࢔ࢽは、

ᮾᾏ㐨᪂ᖿ⥺で౛えると「のࡒみ」ではなく

「こだま」┦当なので、ᐇ㝿には 25 ศ以上

かかるとᛮわれる。また、ᒣ᲍┴はࣜ࢔ࢽ⏥

ᗓ㥐と現⾜⏥ᗓ㥐とをバࢫで⤖ࡪ計画である

㸦ᅗղ㸧。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᅗղ ฟ඾㸸࢔ࢽࣜࠕ᪂㥐にはᅜ㐨㸱㸳㸶ྕ

、⪺⣲᱌、෌⏕ィ⏬ࠖ（ẖ日᪂ࡀ┴ ࡛

2017�1�17） 

  
とすれば、ࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐から現在の⏥ᗓ㥐

までの移動には、バࢫで少なくとも 40 ศは

かかるとᛮわれるので、ඛほどのရ川㥐での

てࡌは↓どするとしても、総「࣒࢖ࢱࢫࣟ」

ရ川㥐と現⾜⏥ᗓ㥐㛫の所要時㛫は 60 ศ以

上となってしまい、ここでも㍍ࠎに「所要時

㛫の▷⦰」とは言えなくなってしまう。 
 
（㸰）大᩿ᒙ㈏㏻࡜そࢀにక࠺ㅖၥ㢟 

 ๓㏙したように、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺のルー

ᒣ⬦を㈏通する。それにともࢫࣉル࢔は༡ࢺ

なって、᪂₲┴の⣒㨶川ᕷから長㔝┴・ᒣ᲍

┴を経て㟼ᒸᕷに⮳る「⣒㨶川̾㟼ᒸᵓ㐀

⥺」、そして஑ᕞのඵ代から、ᚨᓥ、ఀໃを

経て長㔝┴ㄶゼの༡、⩌㤿┴ୗோ⏣、埼玉┴

ᐤᒃ付㏆を通る「中ኸᵓ㐀⥺」をも㈏通する

ことになる㸦ᅗճ㸧。๓代ᮍ⪺のこのよう

なᕧ大ᕤ事を地㟈大国である日本でᐇ᪋する

ことを危ࡪむኌは少なくはない。 
 大᩿ᒙ㈏通にకう第一の問題は、ࣛࢿ࣑ル

࣑ーに関するものである。ᒣ᲍┴はࢱー࢛࢘

ー生⏘㔞が年㛫約ࢱー࢛࢘ルࣛࢿ 129 ୓キ

の࢔࢙ルと日本一を㄂り、全国シࢺࢵࣜࣟ 4
๭を༨める一大生⏘地となっている。ところ

が、このࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺の༡࢔ルࢫࣉᒣ⬦

のࢺンࢿルᕤ事によって、地ୗỈ⬦がศ᩿さ

れ、ᯤῬしてしまうのではないかというᚰ㓄

がᣦ᦬されている。 
第஧はᅵ◁のฎศについてである。༡࢔ル

ル᥀削ᕤ事が成ຌしたとしࢿンࢺᒣ⬦のࢫࣉ

て、それにకってᮾிドー࣒ 46 ಶศのᅵ◁

が出るとண᝿されている。そのᅵ◁をどこに

ᣢっていくのか、どのようにฎศするのかと

いう問題である。 
第୕は⤯⁛危᝹✀に関するものである。ࣜ

、でࢺン࣓ࢫࢭ࢔中ኸ᪂ᖿ⥺ᕤ事の⎔ቃ࢔ࢽ

ࢱ࢜࢜᪂ᖿ⥺が通㐣するすべての┴で࢔ࢽࣜ

の営࢝ࢱマࢡの営ᕢが、ᒣ᲍┴、長㔝┴で࢝

ᕢが、ᒱ㜧┴でࢧシバの営ᕢが☜ㄆされ、そ

のᚋの㏣加ㄪᰝで、ࢧ、࢖ࢦࢰ࣑ンシࣙࢡ࢘

といっࣜࢫࣀ、ワシࢾ࢖、࢘ࢯ࣏࢘ࢵブ、࢖

た⤯⁛危᝹✀等が☜ㄆされている。 

図②　出典：「リニア新駅には国道

　　　358 号で県が素案、再生計画」

　　　（毎日新聞、2017/1/17）
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 これらの࣓ࢫࢭ࢔ンࢺはᕤ事で┤᥋⎔ቃが

改変されるሙ所のホ౯で、ᕤ事現ሙ࡬の㐨㊰

やᅵ◁の௬⨨きሙはྵまれていない。10 年

にわたるᕧ大ᕤ事が、⎔ቃにᐇ㝿どれだけの

ᙳ㡪を୚えるか計り▱れないという問題であ

る㸦ト㸰㸧。 
 

（㸱）その௚ 

㸫地ୗ↓ே㉮⾜㺃ᾘ㈝㟁ຊ࣭᥇⟬ᛶ 

さらに、地ୗ㉮⾜と↓人運㌿という問題が

ある。ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺は地上༊㛫が 14㸣
しかなく、地上㉮⾜༊㛫が㠀常に少ない。し

たがって、ရ川㥐からྡྂᒇ㥐までの㛫、ほ

とんど地ୗを㉮⾜することになるが、ᮾி⮫

ᾏ᪂஺通⮫ᾏ⥺㸦ࡺりかもめ㸧のように↓人

運㌿で運⾜する。その⤖ᯝ、全⥺の 86㸣に

ཬࡪ地ୗࢺンࢿル༊㛫を時速 500 キࣟで↓

人㉮⾜する。それᨾ、事ᨾや地㟈等の⅏ᐖに

見⯙われた㝿の対ᛂ、特に஌ᐈのᏳ全をいか

に☜保するかについてᠱᛕされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         

 
 消費㟁ຊの問題もあげられる。ࣜ࢔ࢽの消

費㟁ຊは᪂ᖿ⥺の 4㹼5 ಸ、஌㌴定員 1 人を

同ࡌ㊥㞳㍺㏦するのに必要な消費ࢿ࢚ルࢠー

㸦㟁ຊ㔞㸧は᪂ᖿ⥺の 3㹼4 ಸであると推 

されている㸦㜿部修治ⴭ「ࢿ࢚ルࢠー問題と

してのࣜ࢔ࢽ᪂ᖿ⥺」ᒾἼ᭩ᗑࠗ⛉学

vol.83࠘2013 年 11 月㸧。さらに、大きな✵

気᢬抗や☢気抗ຊなどにより、ᚑ᮶の᪂ᖿ⥺

のように┬ࢿ࢚ルࢠーᛶ⬟をᚎࠎに高めるこ

とは困㞴であるとᣦ᦬されている。 
᭱ᚋに、᥇⟬ᛶの問題がある。㹈㹐ᮾᾏは

2010 年にࣜ࢔ࢽ計画にకう収支ண᝿を公⾲ 
した㸦㹈㹐ᮾᾏ「㉸ఏ導ࣜ࢔ࢽによる中ኸ᪂

ᖿ⥺のᐇ現について」2010 年 5 月 10 日㸧。

その中でࣜ࢔ࢽが大㜰まで全⥺開業したሙྜ

に、᪂ᖿ⥺からࣜ࡬࢔ࢽ 7,161 ୓人の฼⏝者

が移⾜すると推定されている。したがって、

少なくともᮾᾏ㐨᪂ᖿ⥺の฼⏝者の約༙ศが

 。にὶれることになる࢔ࢽࣜ
これについて、ᶫᒣ⚰治㑻氏は「㹈㹐ᮾᾏ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図③　出典：国土交通省　中部地域整備局　三峰川資料館

　　　http://www.cbr.mlit.go.jp/mibuso/siryou_kan/02chuousen.html
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自㌟の㟂要᝿定でも、ᮾྡ㛫開業ᚋのࣜ࢔ࢽ

㟂要のᐇに 62㸣をᮾᾏ㐨᪂ᖿ⥺からの஌り

᥮え㸦㌿移㸧に期ᚅしている。それに加え⯟

✵機、長㊥㞳バࢫ、自ᐙ⏝㌴からの㌿移฼⏝

者が 14㸣、ࣜ࢔ࢽ開通による᪂規ㄏⓎ㟂要

を 24㸣も見㎸めるとしている。これを㟂要

見㎸みと言えようか。ᮾᾏ㐨᪂ᖿ⥺の฼⏝者

は自社のおᐈᵝである。その༙ศの方がࣜࢽ

に஌り᥮えてくれるといえる根ᣐがどこに࢔

あるのか。そもそも同ࡌ㹈㹐ᮾᾏのおᐈᵝが、

運営ࢺࢫࢥがはるかに高いࣜ࢔ࢽに஌り᥮え

てくれたとしても、ᮾᾏ㐨᪂ᖿ⥺の大ᖜ減収

減┈で会社にとっては㏫に減┈になるだけで

ある」㸦ト㸱㸧との意見を㏙べている。 
 

䠏 ᒣ᲍の䜎䛱䛵䛟䜚䜈のά䛛䛧᪉ 

 
 以上のように、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺の開業自

యについて、ᵝࠎな問題がᣦ᦬されている。

とはいえ、2025 年の᏶成を┠ᣦして、᪤に

ᕤ期に入っていることを㋃まえて、ここから

は、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺のရ川からྡྂᒇまで

開通を๓ᥦにして、それをᒣ᲍のまちづくり

ࡌどのようにά⏝すべきなのかについて論࡬

たいとᛮう。 
 

（㸯）ᚋ⸨▱஦のேཱྀ 100 ୓ேᵓ᝿ 

 2014 年 11 月、ᒣ᲍ 3 ༊㸦現在はᗫṆ㸧

の⾗議院議員だったᚋ⸨ᩪ氏は、⩣年のᒣ᲍

┴▱事㑅ᣲに↓所ᒓで出㤿する意ྥを⾲᫂し、

Ẹ主ඪを㞳ඪ、⾗議院議員を㎡⫋した。ᚋ⸨

氏は▱事㑅出㤿の㝿、「人ཱྀ減少と経῭೵⁫

などあらࡺるᬽらしの問題で┴Ẹに୙Ᏻが蔓

延している。┴の人ཱྀを現在の 84 ୓人から

100 ୓人に増やすことを┠ᣦし、ᮍ᮶にྥけ

てክとᕼᮃがᣢてるᒣ᲍┴をつくっていきた

い」㸦ト㸲㸧と㏙べ、「┴まち・ࡦと・しご

と๰生人ཱྀࣙࢪࣅン」㸦2060 年を┠㏵にし

てᒣ᲍┴の人ཱྀを 100 ୓人にする政策㸧を

ᥖげた。 
しかし、▱事ᑵ௵ᚋ、100 ୓人の中にูⲮ

などの฼⏝者やᖐ㒓者、┴内をゼれる᪑⾜者

を「ࣜンࢣーࢪ人ཱྀ」としてྵめると改めた。 
ᒣ᲍┴ᗇによれば、「ࣜンࢣーࢪ人ཱྀ」は、

஧地ᇦᒃఫ人ཱྀ、┴出㌟者ᖐ㒓人ཱྀ、┴እか

らゼれるᐟἩ者に大ูされる。஧地ᇦᒃఫ人

ཱྀにはูⲮ฼⏝者もྵまれるので、ูⲮ฼⏝

者の年㛫฼⏝日ᩘなどを⪃៖して、஧地ᇦᒃ

ఫ人ཱྀは 8,400 人となる。ᖐ㒓人ཱྀは┴人会

会員 35,000 人が月 1 回ᖐ㒓して、ᐙ᪘・཭

人をకうと、5,800 人が┴内に⁫␃すること

になるという。ᐟἩ者はほග消費額を定ఫ人

ཱྀに᥮⟬して、30,000 人と⟬定。これらの

⟬定方法で推計すると 2015 年の「ࣜンࢣー

人ཱྀ」はࢪ 44,000 人となるとᴫ⟬。さらに、

ูⲮ増加やࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺開通などのᙳ㡪

を⪃៖し、ᐟἩほගᐈが増えていくと、「ࣜ

ンࢣーࢪ人ཱྀ」は 2030 年には 109,000 人、

2040 年には 135,000 人、2060 年に 255,000
人になると推計している㸦ト㸳㸧。定ఫ人ཱྀ

は 2060 年時Ⅼでは 75 ୓人になるとண し、

上グの「ࣜンࢣーࢪ人ཱྀ」とేࡏて「100 ୓

人」になるという計⟬である。 
 

（㸰）᪂ᖿ⥺㛤㏻࡜ேཱྀቑῶ࡜の┦㛵 

௬にࣜ࢔ࢽ᪂ᖿ⥺開通によりほගᐈが増加

するとしても、ᐟἩほගᐈが増えるという保

ドはなく、むしろ日ᖐりほගᐈのみが増加す

るのではないかという危᝹もある。 
また、ࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐から 25 ศでရ川㥐ま

で、40 ศでྡྂᒇまで移動できるので、地

ୗ㕲ឤぬでࣜ࢔ࢽを฼⏝するఫẸ、特に㒔会

からの移ఫ者が増えるとのᕼᮃ的ほ もある。

しかし、現在ᒣ᲍に⫋をᣢってᒃఫしている

ఫẸがᮾிやྡྂᒇにᒃを移してᒣ᲍に通໅

するという㏫のྍ⬟ᛶも⛎めているのではな

いかと⪃えられる。 
さらに、ᮾிに本社がある௻業のᒣ᲍事ົ

リニア中央新幹線と山梨のまちづくり　17



 18

所が㛢㙐され、人も大㒔ᕷ部࡬ὶ出するとい

ういわࡺる「ࣟࢺࢫー効ᯝ」も㉳こるྍ⬟ᛶ

が高いとのᣦ᦬もある。 
 ᪂ᖿ⥺が開通し、᪂ᖿ⥺㥐ができれば必ず

まちがⓎᒎするという保ドはあるのだろうか。  
上㉺᪂ᖿ⥺は 1982 年に開通したが、開通

๓ᚋ 5 年で᪂₲┴内の人ཱྀ増加率はపୗ、

┴Ẹ総生⏘の増加率もపୗした。また、長㔝

᪂ᖿ⥺は 1997 年に開通したが、1996 年と

ẚ㍑して 2001 年までに長㔝┴内の人ཱྀは約

21,000 人増えたが、約 4,600 ㌺の事業所が

減少、ᚑ業員は約 3 ୓人減少した。人ཱྀも

2002 年以降減少しているという㸦ト㸴㸧。 
以上から、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺を一஺通ᡭẁ

と๭りษり、その開通に㐣๫な期ᚅをしない

という෭㟼な立ሙに立つことが๓ᥦとなる。

そのうえで、ᒣ᲍特᭷の地理的・Ṕྐ的・ᩥ

化的ㅖ᮲௳をάかしてࣜ࢔ࢽ᪂ᖿ⥺をいかに

ά⏝するかが問題となる。 
 
（㸱）ࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐の࿘㎶ᩚഛィ⏬ 

㸯㸧ࠗᒣ᲍ࣜ࢔ࢽά⏝基本ᵓ᝿࠘ 

 ᒣ᲍┴のࠗᒣ᲍ࣜ࢔ࢽά⏝基本ᵓ᝿㸦2013
年 3 月㸧によれば、ࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐のタ⨨㎶ண

定地ᇦは、ᕷ⾤化を抑制するᕷ⾤化ㄪᩚ༊ᇦ

にᣦ定されている。┴は、ࣜ࢔ࢽ開業の効ᯝ

を┴全యでᗈくாཷするために、ࣜ࢔ࢽ᪂㥐

とその࿘㎶地ᇦでは஺通⤖⠇機⬟を中ᚰとし

たᩚഛを⾜っていくとしている。 
 その一方で、ࣜ࢔ࢽ開業が㒔ᕷᵓ㐀や社会

経῭ά動に୚えるᙳ㡪がᑠさくないので、᪤

Ꮡの⏘業集✚や㒔ᕷ機⬟とのㄪ࿴をᅗりつつ、

また஘開Ⓨの㜵Ṇにも㓄៖しながら、ᅵ地฼

⏝の見┤しやまちづくりのྲྀり⤌みを進めて

いく必要があるとㄝ᫂している。 
 また、ࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐のண定地ᇦは、地ᙧ的

に内ỈによるᾐỈがⓎ生しやすい地ᇦなので

ཝしいᅵ地฼⏝規制がなされている㸦保Ỉ・

㐟Ỉ機⬟を☜保、ᾐỈによる⿕ᐖを㍍減㸧が、

今ᚋᅵ地฼⏝を見┤すにあたって、ᾐỈ⿕ᐖ

を㍍減するためのὶ出抑制対策をేࡏて᳨ウ

するとしている㸦ᅗմ㸧。 
と「⬟᪂㥐にᩚഛする᪋タཬび機࢔ࢽࣜ」

して、ձ㹈㹐ᮾᾏがᩚഛする᪂㥐᪋タ㸦㥐の

࢚ࣞࡪ⤖や入出ሙཱྀ、それを࣒ー࣍ࢺࢵࣛࣉ

など㸧、ղࣞ࢖ࢺ、㸧ࢱーࣞ࢝ࢫ࢚㸦ࢱー࣋

地ᇦ᣺⯆につながる᪋タ㸦ᒣ᲍のほග・≀⏘

情ሗなどを㥐฼⏝者にᥦ౪する情ሗⓎಙ機⬟

やၟ業機⬟など、地ᇦ᣺⯆につながる᪋タ。

ほග案内㺃࢖ン࣓࢛ࣇーシࣙン᪋タ、特⏘ရ

をᒎ♧㺃㈍኎する᪋タ、㥐฼⏝者のためのࣞ

・࢔ࢺࢫࢫン࢚ࢽࣅンࢥ、ン、ႚⲔᗑࣛࢺࢫ

኎ᗑなどのၟ業᪋タ、㸿㹒㹋などの㔠⼥ࢧー

᪋タなど㸧、ճ本┴の⊂๰的な᪋タ㸦㥐ࢫࣅ

฼⏝者はもとより、ᗈく┴Ẹにとって㨩ຊを

ឤࡌられる᪋タ、ᐩኈᒣ・༡࢔ルࢫࣉ・ඵࣨ

ᓅなどの⏥ᗓ┅地をྲྀりᅖむようにᗈがる

ᒣࠎの═ᮃをᴦしむことができるᒎᮃ᪋タ㸧

など 3 ✀㢮をᣲげている。 
 また、「ࣜ࢔ࢽ᪂㥐࿘㎶にᩚഛする᪋タཬ

び機⬟」として、ձ஺通⤖⠇機⬟㸦ࣜ࢔ࢽ᪂

㥐฼⏝者が௚の஺通機関に▷時㛫で஌り᥮え

られ、┠的地に෇⁥に移動できるよう、バࢫ

ル、㥐๓ᗈሙ、㏦㏄⏝・長期฼⏝者ࢼ࣑ーࢱ

⏝の㥔㌴ሙ、ఇ᠁・ᚅྜ所などの᪋タ。ᵝࠎ

なほග┠的をᣢつࣜ࢔ࢽ᪂㥐฼⏝者に対ᛂす

るため、ࣞン࢝ࢱー、࢝ーシࣜ࢔࢙ンࢢやࣛ

、㸧ࢫࣅーࢧなど᪂しい஺通ࢢンࣜ࢔࢙ドシ࢖

ղࢽ࣓࢔ティ✵㛫㸦ᒣ᲍の࿘ᅖの景ほをᴦし

め、ゼれた人ࠎが気㍍に᠁う✵㛫、┴内の

人ࠎも自由に஺ὶできるሙ、公ᅬなどの開ᨺ

的でᛌ㐺な✵㛫㸧、ճᒣ᲍┴の長期的Ⓨᒎを

ඛ導するᡓ␎㸦ࣜ࢔ࢽがもたらす時㛫▷⦰効

ᯝおよび㇏ᐩな自↛ࢿ࢚ルࢠー資源や高度な

ᢏ⾡などᒣ᲍┴のඃ఩ᛶを༑ศに生かした、

ඛ端⏘業の研究᪋タのための基┙ᩚഛ㸧など

をᣲげている。 
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㸰㸧ࠗࣜ࢔ࢽ⎔ቃᮍ᮶㒔ᕷᩚഛ方㔪࠘ 
横内正᫂๓▱事時代に作成された๓㏙の

ࠗ基本ᵓ᝿࠘では、ࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐関㐃の開Ⓨ

は㥐࿘㎶の 24 ールで公共᪋タを中ᚰࢱࢡ࣊

としたᩚഛにとどめる計画だったが、この

「㥐࿘㎶」に加え、㥐の༙ᚄ約㸲キࣟᅪ内の

「㥐㏆㑹」も対㇟とすると変᭦を加えたのが

ቃᮍ᮶㒔ᕷᩚഛ方㔪࠘㸦2017⎔࢔ࢽࣜࠗ 年

3 月㸧である。 
ᚋ⸨▱事は、ࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐࿘㎶࢔࢚ࣜにẸ

㛫資本をㄏ⮴し、人や⏘業の集✚をはかろう

と、ࣜ࢔ࢽ㥐のእ⦕部で᪂⏘業ㄏ⮴、ఫᏯや

ၟ業᪋タ、地⏘地消ᆺのⓎ㟁タഛや、総ྜ⌫

ᢏሙのᩚഛなどを⾜うとした㸦ト㸵㸧。 
2014 年、ࣦ࢓ン࢛ࣇーࣞ⏥ᗓをྵむࢵࣇ

ール➇ᢏ࣎ࢺ 4 ᅋయが総ྜ⌫ᢏሙのᘓタを 

 
                         

求めて約 10 ୓人ศの⨫ྡをᒣ᲍┴にᥦ出し

たのをཷけ、ᚋ⸨ᩪ▱事ೃ⿵㸦当時㸧はマࢽ

ᗓ㥐㏆㑹に⏥࢔ࢽで総ྜ⌫ᢏሙをࣜࢺࢫ࢙ࣇ

ᘓタする方㔪を♧し、全国၏一のࣜ࢔ࢽ㥐┤

⤖の総ྜ⌫ᢏሙを┠ᣦしていた。 
そのᚋ、ᒣ᲍┴は、総ྜ➇ᢏሙのೃ⿵地を

公ᅬ࿘ࢶー࣏ࢫ℩᪂㥐ண定地࿘㎶とᑠ࢔ࢽࣜ

㎶の㸰࢝所に⤠り㎸み、ఫẸㄝ᫂会をᐇ᪋し

た。その⤖ᯝ、ࣜ࢔ࢽ᪂㥐࿘㎶の大ὠ⏫では

஺通῰⁫などをᠱᛕする反対意見がከかった

が、ᑠ℩では「࣏ࢫーࢶ᪋タはᑠ℩に集中さ

てほしい」など㈶成意見が┠立ったことをࡏ

ཷけて、2017 年 7 月、総ྜ⌫ᢏሙのᑠ℩ࢫ

のᘓタ方㔪を࡬公ᅬ㸦⏥ᗓᕷᑠ℩⏫㸧ࢶー࣏
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ᅗմ 出඾㸸「ᒣ᲍┴、ࣜ࢔ࢽ㥐࿘㎶の開Ⓨ案 ほග᪋タなどᩚഛ」㸦日本経῭᪂⪺ 2014 年 3 月 19 日㸧 

 㥐࿘㎶開Ⓨ計画の一案㸻ᒣ᲍┴ᥦ౪࢔ࢽࣜ
https://www.nikkei.com/article/DGXNASFK1904D Z10C14A3000000/ 

図④　出典：「山梨県、リニア駅周辺の開発案　観光施設など整備」（日本経済新聞 

　　　2014 年 3 月 19 日）　リニア駅周辺開発計画の一案＝山梨県提供

　　　https://www.nikkei.com/article/DGXNASFK1904D_Z10C14A3000000/
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容人ᩘ 2 ୓人、ᘓタ費は 80㹼140 ൨෇であ

るが、ᑠ℩には同ᩜࡌ地内に 1 ୓ 7 ༓ྡ収

容の⌫ᢏሙが᪤にあり、同ࡌところに同ࡌよ

うなものが 2 つも必要なのかというᢈุも

ある。また、7 月 27 日にᚋ⸨ᩪ▱事が公⾲

した総ྜ⌫ᢏሙのᑠ℩࣏ࢫーࢶ公ᅬ࡬のᘓタ

方㔪には、ᘓタ・運営費や収支見㎸みのㄝ᫂

がなかったなどとして、┴議会ྛ会ὴから反

Ⓨが強まっている㸦ト㸷㸧。 
 ๓㏙の「100 ୓人ᵓ᝿」にしても、「総ྜ

➇ᢏሙᘓタ」にしても、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺開

業をᒣ᲍の特Ⰽとࣜンࢡ付けしたいとのᚋ⸨

▱事の意ḧは理ゎできるが、マࢺࢫ࢙ࣇࢽẁ

㝵で┠ᶆ㸦ᩘ್をྵむ㸧・財源・期限・ᕤ⛬

⾲などヲ⣽をワめていなかったのではないか

とᛮわれる。特に、一般ᕷẸ࣋ーࢫのᖜᗈい

ኌを⪺くࣉࢵ࢔࣒ࢺ࣎の作業がほとんどなさ

れていなかったのではないだろうか。その基

本ጼໃが、▱事ᑵ௵ᚋの政策立案やᐇ᪋にお

いてもᙳを落としているようにᛮわれるので

ある。 
 
（㸲）⏕ά⪅㉳Ⅼのࡾࡃ࡙ࡕࡲ 

㸫බඹ஺㏻ᶵ㛵ࢆᇶ㍈にして 

2011 年 10 月、ᒣ᲍┴内㸲ၟᕤᅋయと┴

との᠓ㄯ会で、⏥ᗓၟᕤ会議所は、ࣜ࢔ࢽ⏥

ᗓ㥐と現⾜⏥ᗓ㥐をつなࣞࣀࣔࡄールのᘓタ

を要ᮃした㸦ト �� 㸧。ᘓタ費が約 500 ൨෇

と現ᐇ㞳れしており、この話は立ち消えとな

った。⤖ᯝ的には、๓㏙したように、ᒣ᲍┴

はࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐と現⾜⏥ᗓ㥐とをバࢫで⤖ࡪ

ことを計画している。 
⏥ᗓᕷ作成ࠗ⏥ᗓᕷࣜ࢔ࢽά⏝基本ᵓ᝿࠘

㸦2017 年 3 月㸧の「第 5 をάかし࢔ࢽࣜ ❶

たまちづくりのᐇ現」で 5 つの┠ᶆ㸦「移ఫ・

定ఫのಁ進」、「国㝿஺ὶ㒔ᕷ࡬のᵓ⠏」、

「⏘業᣺⯆の推進」、「Ṕྐ≀語㒔ᕷ࡬のᩚ

ഛ」、「㒔ᕷ㛫㐃ᦠの推進」㸧とその᪋策が

ᥖ㍕されている。 

ここでは、生ά者㉳Ⅼで、ࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐と

現⾜⏥ᗓ㥐㛫を⧅ࡄ公共஺通機関のあり方、

特にその公共஺通機関を㥐㛫࿘㎶にᒃఫする

ᕷẸの生άにどのようにά⏝すべきかについ

て⪃ᐹしたい。その㝿、⚾たちの๓に横たわ

るㄢ題は、人ཱྀが☜ᐇに減少していること、

そして高齢化・少子化が急速に進⾜している

こと、さらに自動㌴に౫Ꮡしたᣑᩓᆺ社会を

作ってきてしまったことである。これらのᴟ

めて῝้なㄢ題を、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺の開業

およびࣜ࢔ࢽ⏥ᗓ㥐と現⾜⏥ᗓ㥐の公共஺通

機関開タと⤖びつけて、いかにゎỴしていく

かというのが、「ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺とᒣ᲍の

まちづくり」を論ࡌるうえで、᭱も㔜要だと

⪃えるからである。 
 
（㸳）ࠕ⏥ᗓ࣮ࣛࣝࣞࢺ࢖ᰴᘧ会♫ࠖᵓ᝿ 

   㸫日ᖖ⏕άにࣜ࢔ࢽ᪂ᖿ⥺ࢆάࡍ࠿ 

ඛにもゐれたように、現在日本では全国的

に人ཱྀが減少し、高齢化・少子化が進ᒎして

いる。もちろんᒣ᲍も౛እではない。そうし

た中、自動㌴に౫Ꮡしたᣑᩓᆺ社会のᘢᐖも

㢧在化してきている。2014 年の自動㌴᳨ᰝ

Ⓩ㘓情ሗ༠会のデーࢱによれば、一人あたり

のྎᩘでᒣ᲍は、⩌㤿・ᰣᮌ・Ⲉᇛ・ᐩᒣに

続いて第 5఩である。㑹እにᬽらす高齢者が

㌴の運㌿ができなくなって㈙い≀や⑓院など

に⾜き㎞くなったという事౛は事Ḟかない。   
こうした≧ἣを㋃まえて、ᐩᒣᕷは㹊㹐㹒

㸦᪂ᆺ㊰㠃㟁㌴、Light rail transit㸧などの

公共の஺通機関を基┙とした「おᅋ子と୵」

の㒔ᕷᵓ㐀によるࢥンࢺࢡࣃなまちづくりを

推進している。 
୵とは一定Ỉ‽以上のࢧー࣋ࣞࢫࣅルの公

共஺通を意࿡し、おᅋ子とは日常生άに必要

な㒔ᕷ機⬟がᩚったᚐṌᅪを意࿡している。

おᅋ子ごとに⑓院やᙺ所などの公共᪋タの᭷

ーやᫎ画㤋などẸ㛫᪋タの᭷↓がࣃーࢫ、↓

異なるが、それらを୵㸦公共஺通㸧で⤖ࡪこ
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容の⌫ᢏሙが᪤にあり、同ࡌところに同ࡌよ

うなものが 2 つも必要なのかというᢈุも

ある。また、7 月 27 日にᚋ⸨ᩪ▱事が公⾲
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に⾜き㎞くなったという事౛は事Ḟかない。   
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とにより、お年ᐤりや子どもたち、また自動

㌴を保᭷しない人ࠎもᏳᚰして㇏かに生άで

きるࢥンࢺࢡࣃシティを┠ᣦしている。 
ᐩᒣᕷは、2006 年 2 月ᮎまで㹈㹐す日本

が運営していた㕲㐨㊰⥺をㆡりཷけて㊰㠃㟁

㌴化し、2006 年 4 月 29 日から営業を開ጞ

した㸦第୕ࢱࢡࢭー・ᐩᒣࣛࣞࢺ࢖ールᰴᘧ

会社㸧。㹈㹐ᐩᒣ㥐の㥐๓から 1.1km をే

⏝㌶㐨で、それ以እは㕲㐨༊㛫を㉮⾜する 
㸦ᅗյ㸧。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᅗյ ࣏ー࣒ࣛࢺ㊰⥺ᅗ 
出඾㸸ᐩᒣࣛࣞࢺ࢖ールᰴᘧ会社 HP  

http://www.t-lr.co.jp/time/index.htm 

また、㹊㹐㹒の㥐に᥋続するࣇィーࢲーバ

も導入し、㹊㹐㹒の運⾜時ࢫという㊰⥺バࢫ

้にྜわࡏて㹊㹐㹒㥐にⓎ╔さࡏている。㹊

㹐㹒が㉮⾜していない地ᇦをࣇィーࢲーバࢫ

の運⾜により、公共஺通機関の✵ⓑ地ᖏを少

しでもᇙめる政策をとっている㸦ᅗն㸧。 
このᐩᒣの公共஺通機関を基┙とした「お

ᅋ子と୵」の㒔ᕷᵓ㐀によるࢥンࢺࢡࣃなま

ちづくりをཧ⪃にして、ࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺の

開業をάかして、ᒣ᲍においてもḟのような

まちづくりがྍ⬟ではないかと⪃えている。 
ᗓ㥐が計画されている⏥ᗓᕷ大ὠ⏥࢔ࢽࣜ

⏫地ᇦは、㹈㹐ᮾᾏの㌟延⥺に㏆᥋している。

そこで、ᐩᒣᕷをཧ⪃にして、㹈㹐㌟延⥺に

஌り入れྍ⬟な㊰㠃㟁㌴の導入をᅗる。ඛに

⤂௓したように、ᐩᒣᕷの㹊㹐㹒もᪧ㹈㹐の

ࣞールと㊰㠃ࣞールを㉮⾜している㸦運㌿ච

チは、㕲㐨事業༊㛫と㌶㐨༊㛫⏝の஧✀㢮が

必要である㸧。 
たとえば、㌟延⥺の特急೵㌴㥐であるᮾⰼ

㍯㥐㏆㎶から㊰㠃㟁㌴化する。ほගᐈやࢪࣅ

ᐈの฼౽ᛶはもちろんだが、ここではᕷࢫࢿ

Ẹのᒃఫや฼౽ᛶをより㔜どして、㌟延⥺内

に㊰㠃㟁㌴㥐㸦㟁೵㸧を┦当ᩘ増タする必要

がある。また、運㌿㛫㝸も原๎ 15 ศおきと

して、時้⾲を見なくても฼⏝できるように

する。ᚑ᮶のᬑ通㟁㌴は、ᛌ速㟁㌴として㟁

೵を通㐣してもⰋい。⏥ᗓ㥐からは┤通で、

㌟延方㠃からはᮾⰼ㍯㥐஌り᥮えでࣜ࢔ࢽ᪂

㥐にྥかうことができる。これにより、今ま

で公共஺通機関としてᕷẸにあまり当てにさ

れていなかった㌟延⥺をᕷẸの㊊として⸽ら

ることができる。ᒃఫ人ཱྀの増加をᅗるとࡏ

いうほⅬからも、「おᅋ子と୵」の㒔ᕷᵓ㐀

づくりが⏥ᗓにも求められる。 
㊰㠃㟁㌴のᩜタࢺࢫࢥを抑えるために、㕲

㐨総ྜᢏ⾡研究所が開Ⓨしたᯫ⥺ࣞࢫの࢖ࣁ

ブࣜࢵド㹊㹐㹒の導入もⰋい࢖࢔ディ࢔だと

ᛮわれる。もしそうなれば、日本でึめての 

図⑤　ポートラム路線図

　　　出典：富山ライトレール株式会社 HP　

　　　http://www.t-lr.co.jp/time/index.htm

リニア中央新幹線と山梨のまちづくり　21



 22

導入となるので、ᕷẸ生άの඘ᐇを第一とす

るこの㊰㠃㟁㌴ᵓ᝿だが、ᐩᒣᕷの㹊㹐㹒の

ようにそれ自యがほග資源となるྍ⬟ᛶを⛎

めているとᛮわれる。 
なお、㊰㠃㟁㌴を運営する⤌⧊については、

「⏥ᗓࣛࣞࢺ࢖ールᰴᘧ会社」㸦௬⛠㸧をタ

立することとし、㹈㹐ᮾᾏ、┴や⏥ᗓᕷなど

の地ඖ自治యをጞめ、ᗈくᕷẸや地ඖẸ㛫௻

業に出資を࿧び᥃ける。ᐩᒣᕷのように、㟁

೵のࢿー࣑ンࢶ࢖ࣛ・ࢢ、ᐤ㝃者のࢿー࣒入

りグᛕࣞࣉーࢺや࣋ンࢳ、㟁೵ಶᛶ化ቨやᗈ

࿌࣌ࢫー࡬ࢫの࣏ࢫンࢧーをເ集して、ึ年

度からの㯮字を┠ᣦす。また、増タした㟁೵

ではࢡ࢖ࢧルࣃーࢡ㸤ࣛ࢖ドを推進したり、

ᐩᒣᕷのࣇィーࢲーバࢫのような᪂ᆺపᗋ㊰

㠃バࢫとの࢜・ࢺࢫࣕࢪン・࣒࢖ࢱの㐃ᦠを

ᅗったりして、㌟延⥺ἢ⥺から「おᅋ子と

୵」の㒔ᕷᵓ㐀をᣑ大していくのである。 
人ཱྀ減少、高齢化、少子化、税収減等をし

っかりと㋃まえ、それを㏫ᡭにྲྀった㒔ᕷ経

営ࣙࢪࣅンがࣜ࢔ࢽ中ኸ᪂ᖿ⥺開業を᥍えた

ᒣ᲍に今こそ求められているのではないだろ

うか。             㸺以上㸼 
 

ͤト㸯࢔ࢽࣜࠕ⼥㈨࡬ᨵ正ἲᡂ❧ 全⥺㛤ᴗ、

᭱大㸶年๓ಽしࠖ（ࠗ日ᮏ⤒῭᪂⪺࠘、2016 年

11月 11 日） 

ͤト㸰࢔ࢽࣜࠕ中ኸ᪂ᖿ⥺は、ᮏᙜにᚲせ

 、㸽ࠖ（බ益㈈ᅋἲே日ᮏ㔝㫽の会㹆㹎࠿

KWWS���ZZZ�ZEVM�RUJ�DFWLYLW\�VSUHDG�DQG�

HGXFDWLRQ�WRULLQR�WRULLQR�N\R]RQ�OLQHDU�） 

ͤト㸱 ᶫᒣ⚰治㑻ࠕ෌⪃࢔ࢽࣜࡁ࡭ࡿࢀࡉ᪂

ᖿ⥺ィ⏬ࠖ（ࠗୡ⏺࠘2013 年 12 月） 

ͤト㸲ࠕᒣ᲍▱஦㑅にᚋ⸨氏ࡀฟ㤿⾲᫂ ࠗ┴

ேཱྀ 100 ୓ேにᣑ大࠘ࠖ（ࠗ⏘⤒᪂⪺࠘、201�

年 11月 5日） 

ͤト㸳100ࠕ ୓ேࠗ࡬ᐃఫ࠘ࡎࡽࢃࡔࡇ ஺㏻

⥙ᩚഛ࡛஺ὶேཱྀᣑ大ぢ㎸ࠖࡴ（ࠗ⏘⤒᪂⪺࠘、

2016 年 �月 16日） 

ͤト㸴ࠕ᪂ᖿ⥺は地方๰⏕にᙺ❧ࡗてࡿ࠸の

῭⤒ᮾὒ）ࠖ࠿ 21/,1(、2016 年 3 月 17 日、

KWWS���WR\RNHL]DL�QHW�DUWLFOHV���633�1） 

ͤト㸵㺀┴ࣜ࢔ࢽ⎔ቃᮍ᮶㒔ᕷᩚഛ方㔪ࢆỴ

ᐃࠖ（ࠗᒣ᲍ᘓタ᪂⪺࠘、2017 年 3 月 30 日）ࠋ 

ͤト㸶ࠕ⥲ྜ⌫ᢏሙはᑠ℩に ᒣ᲍┴ࡀ方㔪 

᪂⤒⏘ࠗ）ࠖ࠘ࡿ㥐༡᱌はࠗ自⏤ᗘ⊃め࢔ࢽࣜ

⪺࠘、2017 年 7月 11日） 

ͤト㸷ࠕᒣ᲍┴⥲ྜ⌫ᢏሙのࠗᑠ℩࠘Ỵᐃ ▱

஦ࠗ⊂᩿࠘࡜┴㆟会␗ㄽࠖ（ࠗ⏘⤒᪂⪺࠘、

2017 年 �月 11日） 

ͤト ࢭࢡ࢔の࡜⾤ の中ࡰࢇ⏣㥐は࢔ࢽࣜࠕ10

スࠖࡽ࠿ࢀࡇ（ࠗᮅ日᪂⪺࠘、2011 年 11 月 6

日） 

ᅗն ᐩᒣࣇィーࢲーバࢫ㊰⥺ᅗ  出඾㸸ᐩᒣࣛࣞࢺ࢖ールᰴᘧ会社 HP㸦๓出㸧 図⑥　富山フィーダーバス路線図 　出典：富山ライトレール株式会社 HP（前出）
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「よつびし総研」（四菱まちづくり総合研究室）の名前の由来は 

 ᅄ⳻㸦よつびし㸧というྡ๓は、ᒣ᲍┴ࡺかりのṊ⏣ಙ⋞で᭷ྡ

なṊ⏣氏のṊ⏣⳻からとったもの。ᒣ᲍┴立大学の学生が「まちな

か研究ᐊ」を主య的に運営し、⏥ᗓ中ᚰ⾤のάᛶ化を┠ᣦして、

やㄪᰝ研究ά動をᐇ᪋するなかで、自らも「ᕷẸ」ࢺン࣋࢖のࠎ✀

であること自ぬし、さらに成長することを┠ᣦしています。 
 

「よつびし総研」のはじまり 
2006 年に「大学ࢥンࢯーシ࣒࢔やまなし」が、⏥

ᗓ中ᚰ⾤άᛶ化の࢖࢔デ࢔をເ集し、⇃㇂࣑ࢮ生がᛂ

ເしたのがきっかけ。ṧᛕながらࢥン࣌には落㑅した

ものの、あきらめなかった࣑ࢮ生たちは、┴やᕷ、ၟ

ᕤ会議所を⢓り強くㄝ得し、「よつびし総研」を開所、

地ඖ௻業、⾜政、ၟᗑ主、㹌㹎㹍の方ࠎとの㐃ᦠを常

に意識して、まちづくりά動を⾜っています。㸦ᕥ㸧

の෗真は 2007 年 � 月 1� 日の開所ᘧのᵝ子です。 
 
毎月開催の戦略会議で活動方針を決定、毎週開催のスタッフ会議で進捗状況を確認 

 
 
 
 
 
 
 

ᡓ␎会議㸦ᚋ༙はまちづくりຮ強会㸧はẖ月⏥ᗓᕷᙺ所会議ᐊで、ࣇࢵࢱࢫ会議はẖ㐌┴立大

学の⇃㇂研究ᐊで開催しています。㸦ྑ㸧は 2017 年 6 月 2� 日の開所 10 ࿘年でᐇ᪋された「ガ

࣒࢘ࢪࢥンࢳ 2017」の෗真。事๓のᡴྜࡏなしに真๢຾㈇でまちづくりについて話しྜいました。 

「四菱まちづくり総合研究室」誕生から１１年 

⇃㇂㝯一教授と࣑ࢮ生がྲྀり⤌む⏥ᗓのまちづくり 

 ᒣ᲍┴立大学の⇃㇂㝯一教授と࣑ࢮ生が「ᅄ⳻まちづくり総ྜ研究ᐊ」を開所し、⏥ᗓ

中ᚰ⾤άᛶ化ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉにྲྀり⤌みጞめたのは 11 年๓㸦2007 年㸧のことです。この経

⦋については 2007 年度第㸯回神奈川まちづくり研究会において、⇃㇂教授㸦当時准教授㸧

が学生ࣇࢵࢱࢫ � ྡと一⥴にሗ࿌されました㸦ヲ⣽はࠗ自治研かながわ月ሗ࠘1ࠑR105
2008 年 2 月ྕࠒにて⤂௓㸧。そのᚋのᵝ子を⇃㇂教授からご⤂௓いただきます。 
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学の⇃㇂研究ᐊで開催しています。㸦ྑ㸧は 2017 年 6 月 2� 日の開所 10 ࿘年でᐇ᪋された「ガ

࣒࢘ࢪࢥンࢳ 2017」の෗真。事๓のᡴྜࡏなしに真๢຾㈇でまちづくりについて話しྜいました。 

「四菱まちづくり総合研究室」誕生から１１年 

⇃㇂㝯一教授と࣑ࢮ生がྲྀり⤌む⏥ᗓのまちづくり 

 ᒣ᲍┴立大学の⇃㇂㝯一教授と࣑ࢮ生が「ᅄ⳻まちづくり総ྜ研究ᐊ」を開所し、⏥ᗓ

中ᚰ⾤άᛶ化ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉにྲྀり⤌みጞめたのは 11 年๓㸦2007 年㸧のことです。この経
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࣒࢘ࢪࢥンࢳ 2017」の෗真。事๓のᡴྜࡏなしに真๢຾㈇でまちづくりについて話しྜいました。 

「四菱まちづくり総合研究室」誕生から１１年 

⇃㇂㝯一教授と࣑ࢮ生がྲྀり⤌む⏥ᗓのまちづくり 

 ᒣ᲍┴立大学の⇃㇂㝯一教授と࣑ࢮ生が「ᅄ⳻まちづくり総ྜ研究ᐊ」を開所し、⏥ᗓ

中ᚰ⾤άᛶ化ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉにྲྀり⤌みጞめたのは 11 年๓㸦2007 年㸧のことです。この経

⦋については 2007 年度第㸯回神奈川まちづくり研究会において、⇃㇂教授㸦当時准教授㸧

が学生ࣇࢵࢱࢫ � ྡと一⥴にሗ࿌されました㸦ヲ⣽はࠗ自治研かながわ月ሗ࠘1ࠑR105
2008 年 2 月ྕࠒにて⤂௓㸧。そのᚋのᵝ子を⇃㇂教授からご⤂௓いただきます。 
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「よつびし総研」（四菱まちづくり総合研究室）の名前の由来は 

 ᅄ⳻㸦よつびし㸧というྡ๓は、ᒣ᲍┴ࡺかりのṊ⏣ಙ⋞で᭷ྡ
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地ඖ௻業、⾜政、ၟᗑ主、㹌㹎㹍の方ࠎとの㐃ᦠを常

に意識して、まちづくりά動を⾜っています。㸦ᕥ㸧

の෗真は 2007 年 � 月 1� 日の開所ᘧのᵝ子です。 
 
毎月開催の戦略会議で活動方針を決定、毎週開催のスタッフ会議で進捗状況を確認 
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ୡ代஺代を㐙げながら、そのୡ代ごとで学生たちはά動に変化を付けてきましたが、 
ここᩘ年は以ୗの୕つの主要ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉを中ᚰにᤣえてά動しています。 

 㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉーࢨ࢖ドバ࢔㹉㸿㹎㸦⏥ᕞክᑠ㊰・຾ᡭにۼ
    ⏥ᗓ㥐໭ཱྀのほග᪋タ「⏥ᕞክᑠ㊰」の㨩ຊを学生┠⥺で見いだしてࣔࣟࣉーシࣙンする。 
 㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ・ド࢖シࣛンガࣅ㹀㹅㹎㸦ۼ  
    学生が気になるおᗑに✺ᧁྲྀᮦし、࢘ࢱン⣬「かわࡏみ」࡬グ事ᥖ㍕。ู෉∧もẖ年Ⓨ⾜。 
 㸧ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ・ーࢼ࢖ࢨ㹉㹂㹎㸦⏥ᕞ༳ബ・຾ᡭにデۼ  
    ⏥ᕞ༳ബをⱝ者にもᗈくᾐ㏱さࡏるべく、᪂デ࢖ࢨンのၟရᥦ案、᪤Ꮡၟရの⤂௓など。 

 
 
 
K+1ۼ ᮅの㐃続ドࣛマにᅉんだ「ࠗⰼ子と࢔ン࠘こࡨっ

とṌいててくりࡻう㸟࢔ࢶࢫࣃࢺࢵࣇー」や「㣗いだおれ

ー」等を௻画㺃ᐇ᪋。⏥ᕞክᑠ㊰࢔ࢶࢫࣃࢺࢵࣇ㸟ࣇーࢥ

と⏥ᗓ中ᚰ⾤の㨩ຊを┤⤖して、情ሗをⓎಙしています。 
 

 
 
学生が⏥ᗓ中ᚰ⾤の気になるおᗑに㣕び㎸みྲྀᮦして、そのグۼ

事を月㸯回の࣌ーࢫで࢘ࢱン⣬「わかࡏみ」にᥖ㍕さࡏていただ

いています。また、その集大成として、ู෉∧「⏥ᗓ㸟おもてな

し㹀㹍㹍㹉」を෌ྲྀᮦ㸤編集し、ẖ年Ⓨ⾜しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
立川㥐で開催された㹈㹐ᮾ日本主催の「特急あずさۼ 50 ࿘年グᛕ」にཧ加。ࣛ࢝࢖ࣁさんの 
⾰⿦で⏥ᕞ༳ബをጞめ、⏥ᗓのⰋさをࣆ࢔ール。ⱁ人さんとともに࣋࢖ンࢺを┒りあげました。 

 
ᐯ඙˳ܖ会でἯスタὊἍッἉἹὅ 
2007ۼ 年 � 月の開所以᮶、学生たちは自治య学会のி㒔⯙㭯㺃 
ᒾᡭ┒ᒸ㺃⚟஭㺃బ㈡Ṋ㞝㺃ᐩᒣ㧘ᒸ大会などにおいてࢱࢫ࣏ーࢭ 
 ていただき、ከくのࡏシࣙンをᐇ᪋して、自らのά動を⤂௓さࢵ
ཧ加者から㉁問やご意見、࢔ドバࢫ࢖をいただいています。 
㸦ᕥ㸧は 2017 年 8 月 26 日の自治య学会⏥ᗓᒣ᲍大会。 
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ᐩᒣ┴ị見ᕷは、ᗫᰯになった┴立高ᰯを㈙いྲྀり、ᕷẸ

の意見をྲྀり入れて⪏㟈⿵強や改⿦を᪋してᕷᗇ⯋にした

ことで᭷ྡです。201� 年 8 月の自治య学会ᐩᒣ㧘ᒸ大会

で、よつびし総研ࣇࢵࢱࢫが⾜なったࢮࣞࣉンに関ᚰをᣢ

ってくださった方の中にị見ᕷ長がいらっしࡷった。⩣日、

なしでᕷᙺ所にఛった⚾たちを、たまたࢺン࣓ࢺン࢖࣏࢔

ま在ᗇされていた本川ᕷ長自らが案内してୗさいました。 
 

 
 
201� 年⛅によつびし総研の「ࠗⰼ子と࢔ン࠘こࡨっ

とṌいててくりࡻう㸟࢔ࢶࢫࣃࢺࢵࣇー」をどᐹして

くださったᑠᶡၟ⛉大学から 1+K ᮅの㐃続ドࣛマ

「マࢧࢵン」にᅉんだまちづくりࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉをᐇ᪋

しているとఛって、2015 年ኟにᮐᖠ・ᑠᶡ・వᕷ、

そしてኤ張のまちづくりをどᐹさࡏていただきました。 
 

 
 
では、ᕷẸ主導のまちづく࣑ࢮ㇂⇃

りを学ࡪため、ࠗ⏣ᮧ᫂の㜚い࠘を

㍯ㄞすることにしています。それを

ᗙ学に⤊わらࡏないため、神奈川自
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⏥ᗓ中ᚰ⾤のάᛶ化に⮫んでいる学生ࣇࢵࢱࢫのなかには、 
日本国内だけでなく、㐲くᾏእに㊊を伸ばして、現地のまち 
づくりをどᐹしたいとᕼᮃする学生も少なくありまࡏん。人ཱྀ 
減少や高齢化を見ᤣえて、公共஺通機関の෌ᵓ⠏の必要ᛶに┠

をྥけた学生たちとドࣛࣇ・ࢶ࢖ンࢫのまちづくりをどᐹしま

した。㸦ᕥ㸧は 2008 年 9 月に࢖ࣛࣇブルࢡをゼれた㝿の෗真。 
 
 
 
ᒣ᲍┴立大学はᗄつかのᾏእの大学と஺ὶ༠定を⤖んでいま

すが、㡑国・࢘ࢯルの୕⫱大学もその一つ。ẖ年、▷期研修や

長期␃学で学生がおୡ話になっています。そこで、୕⫱大学を

ゼ問して国㝿஺ὶするだけでなく、ドࣛマやᫎ画のࣟࢣ地とし

て᭷ྡでከくのほගᐈを集めている㺀ドࣛ࢔࣑㺁をどᐹしました。

㸦ᕥ㸧は 201� 年 3 月、0%& ドࣛ࢔࣑で᧜ᙳ。 
 

 
 
ྎ‴のほගまちづくりもከくのࣇࢵࢱࢫが⯆࿡をᣢっ

ています。ྎ໭ᕷ内はもちろん、ῐỈや஑௷など、࢖ン

バ࢘ンドほගの事౛としてཧ⪃になることがከいからだ

とᛮいます。たまたま⚾の▱りྜいがྎ໭のၟ社とྲྀᘬ

をしていると⪺き、社ᒇと௙事を見学さࡏていただきま

した。また、中⳹ᩱ理をご㥅㉮になったり、ኪᕷを案内

していただいたり大変おୡ話になりました。 
㸦ᕥ㸧は 2015 年 9 月、ᛅⅯ⚆にて᧜ᙳ。 

 
 
 
 こうしたά動はマ࣑ࢥࢫにもከくྲྀり上げられ、よつびし総研のㄆ▱度が上がったことで、

開所当時は㠀常に少なかった、自ศたちで中ᚰ⾤άᛶ化にྲྀり⤌もうというᕷẸやᅋయが少し

ずつ増えています。௚方で、⾜政をጞめᵝࠎなᅋయからの࢓ࣇ࢜ーが増え、学生の௙事が増加

して学業等との୧立が㞴しくなるという事ែが生ࡌました。また、ά動資㔠のㄪ㐩やᚋ⥅者の

⫱成および⤌⧊の⥅続的運営などもㄢ題となっています。 

 とはいえ、まちなかでά動することでၟᗑ⾤の人たちとも஺ὶがࡩかまり、᪂たな支᥼者と

の出会いも生まれています。なるべく業ົを⡆⣲化し、いかに自ศ㐩がᕼᮃするά動をするか

模⣴しながら、学生らしく事業を⥅続していくことが期ᚅされています。開所から �� 年┠にな

りますが、よつびし総研の学生たちはいまも⏥ᗓの中ᚰ⾤をඖ気にしようとዧ㜚しています。 
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 編集後記

　本号の編集作業は、全く予期していない総選挙の選挙運動真っ只中にあり、選挙結果が明ら

かとなった段階で発行日を迎える。そのようなタイミングの10月5日、都議会で子どもの受動

喫煙を防ぐための条例が可決した。この条例案は、渦中の小池都知事率いた都民ファーストの

会と公明党、そして民進党会派が共同で議員提出したものである。国政の与野党関係とクロス

する組み合わせで政策条例が議員提案され、採決では共産党も賛成している現実は、政策面で

は国政と地方自治が違うステージにあることを示している。

　思い起こせば、2010年度に受動喫煙防止条例を全国で初めて制定・施行したのは、神奈川県

であるが、条例制定を主導した当時の県知事はすでに参議院議員となり、先日の新党結党に参

加していた。1980年代に「地方の時代」を担った首長たちは、住民自治を基軸に国政と対峙し

ながら地方自治に取り組み、首長たちの国政参加を求めたはずだが、今は地方自治が国政に巻

き込まれ、特に大都市部では長も議会もその「政争の具」と化している。

　中央で次の二大政党制が安定化するまでこうした状況は続くのだろうか。離合集散を巻き起

こした今回の総選挙は、その通過点の一つに過ぎないのかもしれない。

 

（谷本有美子）

巻頭言
　政府は２０１７年３月、「水道法の一部改正法案（以下、改正案）」を閣議決定し、第

１９３回国会（通常会）に提出しました。１５年ぶりとなる改正理由は、人口減少に伴う

水需要の減少、施設の老朽化、人材不足等、直面する課題に対応し、水道基盤の強化

を行うものとされています。改正案には、事業体の責務強化が盛り込まれるなど前向

きに受け止められ点もあります。しかし一方で、官民連携として運営権の設定いわゆ

るコンセッション方式を水道事業に導入することが明文化されるなど、民営化ありき

として誤解されかねない内容も含まれています。

　第１９３回国会審議では、委員会にも上がらず継続審議となりました。ご存じのよう

に様々な政治課題を内包したまま強制終了するかたちでの閉会でありました。続く第

１９４回国会（臨時会）では、国民を愚弄するような冒頭解散により、審議未了による

廃案となりました。

　今回の改正案は、水道事業の基盤強化が目的で民営化を加速させるものではないに

も拘らず、地方自治体や公共団体に対し十分な説明がなされていない状況下で、運営

権明記によって、あたかも民営化促進法と捉えかねない側面がありました。これでは

基盤強化どころか水道の公共性を損なうこととなります。私たちは、水道事業を軽々

に考える地方の首長や地方議員の存在を踏まえ、民営化促進の事態を想定しつつ、行

政の責務として公営原則のもと公営企業の持続性を展望し、水道事業の基盤強化を促

す取り組みを国会内外で行動展開してきました。

　現在、全国の水道事業体では、２００２年の法改正により第三者委託が制度化されたも

のの、地域で水道事業体が連携する『公公連携』は進まず、行財政改革として委託化

が拡大、人員削減が進んだことにより、多くの業務が非正規労働者を含む民間領域で

遂行されています。その結果、人材育成や技術継承も困難になるなど、公営事業を持

続する基盤そのものが損なわれつつあります。

　解散・総選挙により、市民・国民の知らないところで法改正が行われる事態だけは

避けることができました。私たちは、水道事業に働く労働者の責任と誇りに基づいて

発信し、国会上程までの時間的猶予を有効に使い、社会的共通資本ともいうべき生命（い

のち）の水のあり方、強いては水道事業の公共性、公営原則の重要性と改正案の課題

や問題点を国会内外で明らかにしていきます。その上で、市民・国民のより深い信頼

を得ながら、一人でも多くの問題意識を高めて、市民協働による行動展開と結び付け

ていくことを追求します。
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１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

822 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。

自治研かながわ月報 改題167号（通算231号）2017（平成29）年10月25日発行（定価一部500円） 発行人／黒沢一夫 編集人／大沢宏二
発行所／公益社団法人 神奈川県地方自治研究センター　横浜市南区高根町1-3 神奈川県地域労働文化会館4階　☎045（251）9721　印刷所／横浜プリント  

会員になるには 会員の特典

かながわ 

☆センターのウェブサイト（http://kjk.gpn.co . jp/）をご利用下さい。→

No.167
（通算 231号）

 神奈川県地方自治研究センター公益
社団 神奈川県地方自治研究センター
公益
社団

201182017

巻頭言  水道法改正案をめぐる情勢

社会保障制度を支える地方財政
─受益感、信頼、そして連帯のシステム─

埼玉大学大学院准教授  高端 正幸 ・・・・・・・・ 1

リニア中央新幹線と山梨のまちづくり
山梨県立大学国際政策学部教授  熊谷 隆一 ・・・・・・・・ 13

「四菱まちづくり総合研究室」誕生から11年
熊谷隆一教授とゼミ生が取り組む甲府のまちづくり ・・・・・・・・・・・・・ 23

 10




